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一
得
珍
保
今
堀
郷
の
歴
史
地
理
学
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
一

吉

田

敏

弘

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
世
村
落
の
丁
亜
型
と
し
て
、
　
「
帰
村
」
は
既
に
半
世
紀
に
わ
た
る
研
究

史
暫
し
て
い
如
そ
の
中
で
・
研
窺
角
こ
そ
墜
に
推
移
し
て
き
た
が
・

「
惣
村
」
が
近
世
村
落
の
原
型
を
為
し
、
　
「
村
落
共
同
体
」
的
性
格
を
濃
厚

に
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
評
価
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

認
識
と
い
う
点
で
広
く
一
致
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
を
ふ
ま
え

て
、
水
津
一
朗
は
、
　
「
惣
村
制
の
成
立
」
を
「
郷
か
ら
集
落
レ
ベ
ル
へ
の
基

礎
地
域
の
緊
縮
」
と
評
価
し
、
景
観
的
に
は
「
集
村
化
現
象
」
が
こ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

応
ず
る
と
展
望
し
て
い
る
。

　
し
か
し
「
惣
村
」
が
歴
史
地
理
学
的
に
研
究
さ
れ
る
事
は
従
来
余
り
に
少

な
く
、
　
「
集
村
化
現
象
」
に
し
て
も
、
集
落
形
態
の
み
が
取
上
げ
ら
れ
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

活
空
聞
全
体
を
把
握
す
る
試
み
に
乏
し
い
。
ま
た
近
世
村
落
の
歴
史
地
理
学

的
研
究
の
側
か
ら
し
て
も
、
藩
政
村
の
生
活
空
問
の
強
固
な
ま
と
ま
り
が
語

ら
れ
こ
そ
す
れ
、
興
味
は
む
し
ろ
そ
の
ま
と
ま
り
が
稀
薄
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に

集
中
し
、
藩
政
村
の
ま
と
ま
り
自
体
が
い
つ
、
い
か
な
る
過
程
を
経
て
形
成

さ
れ
た
の
か
を
問
い
か
け
る
こ
と
を
怠
っ
て
き
輸
の
で
は
な
か
ろ
う
か
・
従

っ
て
、
村
落
史
或
い
は
「
歴
史
的
地
域
」
の
変
遷
史
上
重
要
な
画
期
を
な
す

「
惣
村
」
に
つ
い
て
、
実
証
的
な
事
例
を
も
と
に
し
て
そ
の
意
義
を
論
ず
る

こ
と
は
、
未
だ
可
能
な
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
小
稿
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
　
「
惣
村
」
の
形
成
展
開
期
に

お
い
て
、
　
「
集
落
レ
ベ
ル
」
の
生
活
空
間
が
領
主
か
ら
い
か
に
把
握
さ
れ
て

い
た
か
、
ま
た
実
質
的
に
い
か
な
る
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
た
か
を
検
討
す

る
こ
と
に
課
題
を
求
め
て
い
る
。
後
法
の
課
題
に
対
し
て
は
、
土
地
利
用
の

観
点
を
導
入
し
、
集
落
形
態
も
そ
の
中
で
位
鐙
付
け
よ
う
と
試
み
た
。

　
フ
ィ
…
ル
ド
に
取
上
げ
た
得
珍
保
今
堀
郷
は
「
惣
村
」
の
瓶
蝋
型
と
し
て
夙



r惣村」の展闘と土地利用（吉田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
名
高
く
、
史
料
的
に
も
「
今
堀
日
吉
神
社
文
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

文
書
類
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
中
世
史
学
に
お
け
る
研
究
の
蓄
積
も
、
筆
者
の

拙
い
検
討
を
導
く
好
適
な
土
台
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
牧
野
信
之
助
「
中
世
末
期
に
於
け
る
村
落
結
合
」
　
欄
．
武
家
磐
代
社
会
の
研
究
』

　
一
九
ニ
ニ
所
収
、
な
ど
を
そ
の
端
緒
と
認
め
う
る
。

②
　
石
田
喜
人
「
郷
村
制
の
形
成
」
　
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
八
、
一
九
穴
三
所

　
収
）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
認
識
が
整
理
さ
れ
た
。
近
く
は
、
永
原
慶
二
「
中
世

　
後
期
の
村
落
共
同
体
」
（
『
上
本
古
代
中
世
史
の
地
方
的
展
関
』
一
九
七
三
所
収
）

　
に
お
い
て
も
基
本
的
理
解
…
で
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

⑧
『
社
会
集
団
の
生
活
空
間
』
一
九
六
九
。

④
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
村
落
を
「
集
落
と
耕
地
の
統
～
体
」
と
捉
え
、
中
世
・
近

　
世
を
一
貫
し
て
研
究
し
た
、
木
村
礎
・
高
島
平
雄
編
『
耕
地
と
集
落
の
歴
史
』
一

　
九
六
九
、
は
、
　
「
二
村
」
の
事
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
貴
重
な
報
告
の
一

　
つ
で
あ
る
。

⑤
　
山
澄
元
「
近
世
・
三
三
初
期
に
お
け
る
歴
史
的
領
域
」
『
人
文
地
理
』
十
七
巻
　

号
、
…
九
六
五
所
収
。
同
「
近
世
郵
の
歴
史
鐘
学
的
意
義
」
〔
錨
懸
銑
〕

　
『
人
文
地
理
学
論
叢
』
一
九
七
一
所
収
。

⑥
　
小
稿
で
は
、
同
志
社
大
学
『
文
化
史
学
』
『
社
会
科
学
』
に
連
載
さ
れ
て
い
る
、

　
仲
村
研
の
読
み
に
従
っ
た
。
以
下
で
は
、
　
「
今
堀
文
霞
」
と
略
し
、
同
遮
載
本
に

　
付
さ
れ
た
通
し
番
号
で
表
示
す
る
。
な
お
昨
年
刊
行
さ
れ
た
中
村
直
勝
監
修
『
今

　
堀
日
吉
神
社
文
書
』
一
九
七
六
、
は
不
完
全
・
不
正
確
で
あ
り
、
刊
本
と
し
て
は
、

　
仲
村
玩
に
よ
っ
て
未
整
理
文
書
・
周
辺
諸
村
の
地
方
文
書
を
も
収
録
し
た
よ
り
完

　
露
な
も
の
が
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

⑦
今
堀
郷
の
研
究
史
に
関
し
て
は
、
仲
村
研
「
近
江
國
得
照
応
今
堀
郷
研
究
の
成

　
果
と
課
題
」
　
『
社
会
科
学
』
二
〇
号
、
一
九
七
六
所
収
、
に
ゆ
ず
る
。

二
　
荘
園
村
落
と
し
て
の
今
堀
郷

　
①
　
得
珍
保
内
に
お
け
る
「
榔
」
の
性
格

　
近
江
国
蒲
生
郡
得
臓
卜
は
山
門
領
、
東
塔
東
谷
仏
頂
尾
衆
徒
等
の
管
領
に

　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

な
る
広
大
な
一
円
領
荘
園
で
あ
っ
た
。
史
料
上
の
初
見
は
弘
安
七
（
＝
一
八

　
　
③

四
）
年
、
警
保
は
こ
れ
よ
り
早
い
が
、
そ
の
詳
し
い
年
代
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
保
域
は
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
愛
知
川
左
岸
の
旧
期
扇
状
地
面
（
八

　
　
　
④

日
市
台
地
）
の
一
画
、
八
日
市
の
南
か
ら
布
引
山
地
山
麓
部
に
わ
た
っ
て
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

く
拡
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
保
域
は
、
東
部
の
「
田
方
」
、
西
部
の
「
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

方
」
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、
さ
ら
に
各
々
「
上
四
郷
」
　
「
下
四
郷
」
と
呼
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
「
郷
」
か
ら
成
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
二

つ
の
「
方
」
は
・
山
門
に
と
・
て
暴
金
配
蛍
兀
を
芒
て
い
た
嘱
こ

の
設
定
は
、
当
保
の
立
保
・
開
発
の
状
況
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
八
日
市
台
地
は
「
蒲
生
野
」
と
も
称
さ
れ
た
。
今
日
で
こ
そ
一
面
の
美
田

地
帯
と
な
っ
て
い
る
が
、
元
来
水
に
乏
し
い
段
丘
面
で
あ
る
た
め
、
水
田
開

発
は
遅
れ
、
古
代
に
お
い
て
は
原
野
が
い
ま
だ
一
面
を
覆
っ
て
い
た
と
見
ら

れ
る
。
も
と
よ
り
条
里
制
遺
構
も
見
ら
れ
ず
「
蒲
生
野
」
の
大
規
模
な
開
発

は
・
荘
鷹
的
鰻
支
配
の
窺
と
無
関
係
た
り
得
な
睡
近
世
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
マ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
タ
カ
　
ユ

「
蒲
生
野
」
の
主
要
用
水
路
は
「
福
井
」
と
「
高
井
」
で
あ
っ
た
が
、
前
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
か
っ
て
守
護
佐
々
木
氏
が
館
を
営
ん
だ
小
脇
郷
を
、
後
者
は
旧
得
珍
保
を
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隊i1　得珍保故地とその周辺（縮尺1：　50，000×％）

○○得二二野方に坐する集落　　　　　　　得珍保内の入会林野名

〔コ得珍f綱方嘱する集落　wlサ懸な駈崖

　
⑫

潤
す
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
中
世
的
領
域
と
不
可
分
の
関
連
を
有
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

の
で
あ
る
。
正
慶
元
（
＝
三
二
二
）
年
、
僧
馳
参
の
開
基
を
伝
え
る
保
内
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

無
の
嘉
応
寺
の
由
緒
記
に
は
「
開
数
百
畝
田
園
、
択
愛
知
川
流
疎
通
水
脈
、

闘
撰
田
害
、
以
備
大
堂
山
僧
供
弁
営
」
と
あ
り
、
高
井
開
発
が
山
門
の
手
に

よ
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
仲
村
研
は
当
保
が
「
牧
の
荘
園
化
」
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
山
門

の
牧
地
占
定
に
よ
っ
て
確
保
し
た
得
珍
保
は
、
水
笠
の
関
係
で
先
ず
熱
地
開

発
が
先
行
し
た
と
思
わ
れ
、
続
い
て
高
井
を
段
丘
面
上
へ
と
幽
く
こ
と
に
よ

　
⑮

っ
て
保
域
の
東
半
分
の
水
田
化
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
早
い
時

期
に
水
田
化
を
見
た
東
部
と
、
畠
地
の
み
で
構
成
さ
れ
る
西
部
と
に
保
域
が

二
分
さ
れ
、
田
方
・
野
方
の
二
「
方
」
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

野
方
で
も
南
部
は
田
方
の
余
水
を
請
け
て
水
田
化
を
試
み
て
ゆ
く
が
、
北
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
遅
く
ま
で
水
田
化
に
と
り
残
さ
れ
、
ポ
ン
プ
揚
水
機
が
導
入
さ
れ
た
大
正

期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
水
田
化
が
着
手
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
成
立
し
た
得
珍
保
で
あ
る
か
ら
、
　
「
方
」
の
下
部
単
元
た
る

「
郷
」
が
、
い
わ
ゆ
る
古
代
「
郷
」
の
如
き
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
中
世
的

性
格
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
表
1
に
示

し
た
よ
う
に
、
野
方
に
お
い
て
「
郷
」
は
七
つ
を
数
え
、
　
「
下
四
郷
し
の
称

と
一
致
し
な
い
。
近
世
元
禄
期
に
は
表
示
し
た
よ
う
な
四
郷
編
成
が
想
定
さ

　
　
　
⑱

れ
て
い
る
が
、
こ
の
編
成
原
理
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
野

124 （124）



「惣村」の展開と土地利用（書田）

方
で
は
四
郷
編
成
と
同
時
に
、
　
「
郷
」
と
称
さ
れ
る
七
つ
の
実
体
が
存
し
た

わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
七
郷
を
「
郷
」
に
取
上
げ
る
こ
と
に
し
、
四
郷
編

成
の
問
題
は
保
留
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
当
地
方
の
集
落
は
大
む
ね
塊
村
形
態
を
呈
し
、
そ
れ
を
核
と
す

る
生
活
空
間
は
近
世
藩
政
村
に
一
致
す
る
。
旧
保
内
に
お
い
て
も
例
外
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
く
、
十
四
の
集
落
中
、
平
尾
が
親
譲
で
あ
る
下
大
森
村
に
属
し
た
ほ
か
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
〈
方
〉
〈
八
郷
編
成
〉
ハ
郷
〉
　
　
　
〈
村
〉
　
　
　
〈
藩
政
村
〉

表1　得珍保の構成

得
珍
保
1

　
田
方

一
上
四
郷

　
野
方

－
下
四
郷

一
…
郷
一
上
大
森
郷
…
…
…
：
…
…
・
上
大
森
村

－
一
箪
－
下
大
森
郷
…
…
…
…
…
…
下
大
森
村

一
一
郷
－
尻
無
（
中
村
）
郷
…
…
…
…
尻
無
謀

1
一
郷
－
柴
原
郷
1

⊥
郷
⊥
巳
繍
劉
…

1
一
郷
－
蛇
溝
郷
－
：
…

⊥
郷
⊥
L
蕊
難

⊥
郷
⊥
h
早
立

＊
印
の
み
元
禄
期
（
推
定
）
の
蛇
溝
区
有
文
書
に
よ
る
。

吉
神
社
文
書
」
に
よ
る
。

1
二
俣
村
…
…
二
倶
村

…
南
村
…
…
…
柴
原
南
村

一
西
村
…
…
…
柴
原
西
（
芝
原
）
村

　
　
　
…
…
今
堀
村

　
…
…
…
…
…
東
破
塚
村

　
　
…
…
…
：
蛇
溝
村

…
…
・
…
…
…
中
野
村

　
　
：
…
：
…
小
今
旦
家
村

　
…
・
…
…
…
今
在
家
村

　
…
…
…
…
…
金
売
村

　
　
　
　
　
そ
の
他
は
「
今
堀
日

い
ず
れ
も
独
立
し
た
藩
政
村
を
形
成
し
て
い
た
。
今
、
こ
の
藩
政
村
と
「
郷
」

の
関
係
を
見
れ
ば
、
田
方
柴
原
郷
を
除
き
、
い
ず
れ
も
が
一
対
一
に
対
応
し
、

郷
名
が
村
名
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
保
内
「
郷
扁
の
大
半
は
、
の

ち
の
藩
政
村
の
母
胎
を
な
す
よ
う
な
「
集
落
レ
ベ
ル
」
の
生
活
空
間
の
ま
と

ま
り
で
あ
っ
た
と
称
せ
よ
う
。
柴
原
郷
か
ら
は
三
藩
政
村
が
生
ま
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
母
胎
と
な
る
「
集
落
レ
ベ
ル
」
の
生
活
空
間
も
中
世
後
期
に

は
既
に
成
立
し
て
お
り
、
当
時
は
「
郷
」
の
さ
ら
に
下
部
単
元
た
る
「
村
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
時
柴
原
郷
三
「
村
」
は
、
南
村
玉
緒
神
社
を
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

神
と
し
て
結
合
を
遂
げ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
「
郷
」
は
第
一
義
的

に
各
郷
社
毎
の
氏
子
圏
の
拡
が
り
に
対
応
し
、
そ
の
祭
紀
を
基
盤
と
し
た
結

合
単
位
で
あ
っ
た
と
見
回
せ
よ
う
。

　
こ
れ
ら
「
郷
」
の
秩
序
は
、
早
く
十
四
世
紀
前
葉
に
確
認
で
き
る
。

　
今
堀
　
　
　
　
　
蛇
　
　
　
　
　
　
小
今
在
家
　
　
　
　
中
野

　
　
大
　
　
　
　
　
三
郎
太
郎
　
　
一
段
　
　
　
　
又
太
郎

　
小
網
在
玉
鴫
浄
房
余
小
今
　
　
　
　
　
小
今
在
家
　
　
　
　
中
野

　
　
半
藤
三
郎
一
段
ワ
ク
又
太
郎

　
今
在
」
　
　
　
　
　
今
在
家

　
　
大
盤
分
　
　
　
三
郎
次
郎

　　

@
已
上
四
段
皇
雛
號

　
齋
一
端
書
下
旨
、
郷
≧
支
配
如
件
、

　
　
　
建
武
嘉
年
±
月
＋
日

公
文
助
近

　
　
　
　
　
　
　
⑳

図
師
為
景
（
花
押
）
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こ
こ
に
書
上
げ
ら
れ
た
五
筆
の
耕
地
は
、
二
十
二
年
後
の
延
文
二
（
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

五
七
）
年
の
「
い
ま
ほ
り
の
し
ん
て
ん
」
の
注
文
に
一
致
す
る
故
、
今
堀
神

田
の
書
上
げ
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
こ
こ
で
今
堀
・
蛇
溝
・
中
野
・
只
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

在
家
・
今
在
家
等
は
い
ず
れ
も
、
土
地
と
農
民
を
包
括
す
る
村
落
そ
の
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
　
「
郷
≧
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
又
、
こ
う
し
た
祭
祀
料
免

田
の
書
上
げ
を
、
保
内
両
沙
汰
人
が
「
郷
」
へ
発
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
当

時
す
で
に
「
郷
」
が
祭
麗
行
事
の
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
蛇
溝
で
は
、
宮
座
の
頭
差
帳
が
少
な
く
と
も
永
仁

五
（
＝
一
九
七
）
年
ま
で
遡
り
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
宮
座
が
確
立
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
堀
で
は
宮

座
の
整
備
は
十
四
世
紀
後
半
の
段
階
で
確
認
さ
れ
、
蛇
溝
と
比
べ
、
約
一
世

紀
遅
れ
る
が
、
宮
座
の
整
備
確
立
自
体
が
、
と
う
て
い
短
期
に
し
て
な
さ
れ

得
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
性
格
の
こ
と
で
あ
り
、
保
内
諸
藩
の
宮
座
は
十
三

世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
徐
々
に
達
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の

と
推
定
で
き
よ
う
。

　
し
か
も
今
堀
で
は
宮
座
の
確
立
と
同
時
に
「
惣
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
初
見
は
釜
徳
元
（
コ
一
一
八
四
）
年
で
あ
り
、
　
「
今
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

神
璽
」
の
売
却
主
体
と
し
て
現
わ
れ
る
。
　
「
湿
し
は
も
と
よ
り
宮
座
を
指
す

言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
は
、
応
永
十
（
一
四
〇
三
）
年
「
座
公
事
置
手

⑳状
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
「
マ
ゥ
ト
」
等
の
身
分
で
あ
っ
て
も
座
公
事
さ

え
負
担
す
れ
ば
座
序
に
差
を
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
入
座
の
資
格
が
得
ら
れ
る

と
い
う
状
況
、
即
ち
広
汎
な
郷
民
的
組
織
と
し
て
の
密
座
の
在
り
方
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。
当
初
祭
祀
料
免
田
と
し
て
郷
社
へ
給
さ
れ
た
神
曲
が
、

「
惣
」
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
り
、
逆
に
永
徳
元
（
一
三
八
一
）
年
に
は
「
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

堀
郷
社
」
が
田
地
買
得
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
神
田
畠
が
共

有
耕
地
と
し
て
、
宮
座
朕
「
惣
」
の
経
済
基
盤
化
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
ら
共
有
耕
地
は
以
後
急
速
に
拡
大
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
基
盤

の
上
に
立
っ
て
、
「
惣
」
は
、
当
初
の
祭
祀
機
能
を
拡
充
し
て
、
次
第
に
共
同

体
的
諸
関
係
を
と
り
結
び
、
或
い
は
農
業
生
産
上
、
或
い
は
商
業
活
動
上
で

強
固
な
結
合
を
果
た
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
「
惣
」
の
名
は
蟻
溝
・
中
野
・

今
在
家
の
諸
郷
で
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
柴
原
郷
に
お
い
て
も
、
共
同
体
的
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
係
は
「
郷
」
レ
ベ
ル
で
結
ば
れ
、
「
村
」
レ
ベ
ル
で
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　
②
　
嘉
吉
検
注
と
今
堀
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
上
掲
の
建
武
の
神
田
注
文
の
結
び
の
文
言
「
郷
≧
支
配
如
件
」
は
、
当
時

保
内
両
沙
汰
人
が
「
郷
レ
を
把
握
し
、
支
配
単
元
と
し
て
い
た
よ
う
な
ひ
び

き
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
十
四
世
紀
中
葉
の
段
階
で
は
、
山
門
は
い

ま
だ
「
名
」
支
配
を
指
向
し
て
お
り
、
山
門
自
体
が
「
郷
」
を
強
力
に
把
握

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
た
だ
「
郷
」
が
単
結
合
を
遂
げ
自
律
性

を
強
化
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
　
「
名
」
支
配
が
貫
徹
し
な
く
な
り
、
や
が
て
、

「
郷
」
単
位
の
支
配
が
実
現
す
る
、
と
い
う
丸
山
の
見
通
し
は
妥
当
で
あ
ろ
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「惣村」の展開と土地利用（吉田〉

う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
移
行
の
時
期
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。

　
山
門
の
発
し
た
下
知
状
等
に
「
郷
」
が
初
見
す
る
の
は
嘉
吉
二
（
一
四
四

二
）
年
で
あ
る
。

　
　
先
度
唾
壷
佗
事
致
披
露
之
処
、
於
如
法
庭
内
者
、
蛇
溝
・
今
堀
・
柴
原

　
　
郷
・
中
村
郷
寒
露
段
宛
都
合
四
反
内
、
図
師
帳
内
弐
反
、
中
村
帳
内
弐

　
　
反
可
除
之
旨
、
依
衆
議
執
達
三
瀬

　
　
　
嘉
吉
弐
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
頭
代

　
　
得
意
保
図
師
一
揆
中
⑯

　
学
頭
代
が
、
保
内
如
法
経
行
事
用
の
免
田
を
四
郷
か
ら
各
一
反
ず
つ
定
め

よ
と
沙
汰
人
に
下
知
し
た
こ
の
史
料
に
お
い
て
、
　
「
郷
」
は
す
で
に
一
定
の

領
域
単
元
と
し
て
山
門
に
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
こ
こ
に
見
え
る
「
図
師
帳
」
　
「
町
村
帳
」
は
保
内
の
土
地
台
帳
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

り
、
同
年
に
施
行
さ
れ
た
「
嘉
吉
検
注
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を
指

し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
　
「
今
堀
文
書
」
に
も
こ
の
検
注
帳
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
丸
山
が
こ
れ
ら
を
分
析
し
て
い
る
が
、
雲
華
も
こ
の

検
注
に
お
い
て
今
堀
郷
が
い
か
に
抱
握
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
お
き

た
い
。

　
「
今
堀
文
書
」
中
に
残
る
嘉
吉
二
年
の
土
地
帳
簿
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
A
帳
「
得
珍
保
野
方
算
置
目
録
」
　
（
九
月
十
七
・
二
十
日
）

　
B
帳
「
得
珍
保
野
方
鋒
田
取
帳
」
　
（
九
月
十
八
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
C
帳
「
弱
齢
保
野
方
下
保
今
堀
郷
十
禅
師
田
坪
付
」
　
（
十
月
十
九
日
）

こ
の
う
ち
、
C
帳
は
A
B
両
帳
中
の
今
堀
惣
有
田
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
性

格
が
異
な
る
が
、
A
B
帳
は
日
付
も
連
続
し
、
形
式
記
載
も
全
く
一
致
す
る

の
で
、
同
一
検
注
を
拍
動
に
分
割
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
様

式
は
「
三
百
歩
　
兵
衛
三
郎
扁
と
、
一
筆
毎
の
地
積
と
請
負
山
名
の
み
が
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

さ
れ
、
貢
納
額
等
は
一
切
帳
付
け
さ
れ
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
A
B
帳
は
蟹
頭
に
い
ず
れ
も
「
今
堀
」
と
記
さ
れ
、
以
下
の
リ

ス
ト
が
野
方
の
う
ち
で
も
今
堀
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

負
人
に
は
他
郷
住
民
も
多
く
、
今
堀
分
が
属
人
的
で
は
な
く
属
地
的
、
即
ち

「
今
堀
郷
領
域
分
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
筆

の
所
在
地
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
A
帳
十
七
日
の
検
注
の
第
一
筆

　
　
　
　
ヒ
夢
ほ
　
　
　
　
　
⑬

目
は
「
大
騨
認
」
と
記
さ
れ
、
検
注
の
起
点
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
同
日

四
十
六
細
目
で
「
一
坪
南
」
へ
移
り
、
検
注
最
終
日
の
二
十
日
分
に
は
「
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

子
谷
ヨ
リ
取
上
カ
ル
高
峯
、
カ
キ
ノ
ソ
エ
」
と
付
記
さ
れ
、
ほ
ぼ
終
点
の
位

置
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
検
注
は
今
堀
郷
内
の
東
南
部
を
北
か
ら
南
へ
と
一

定
の
順
序
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
地
区

は
郷
内
で
も
早
く
水
田
化
が
達
成
さ
れ
た
地
区
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
佃
」

も
含
ま
れ
て
お
り
、
筆
者
も
A
B
帳
が
今
堀
湾
内
の
水
田
の
算
用
で
あ
っ
た

　
　
　
　
⑯

と
考
え
た
い
。
な
お
こ
れ
に
対
す
る
郷
内
圧
地
部
分
の
検
注
帳
と
お
ぼ
し
き
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⑰

断
簡
も
二
通
残
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
嘉
吉
検
注
が
、
得
珍
保
野
方
全

域
を
対
象
と
し
て
施
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
も
、
実
際
の
施

行
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
下
の
「
郷
」
が
単
位
と
な
っ
て
お

り
、
郷
内
を
一
定
の
順
序
で
ま
わ
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
、
近
世

検
地
に
類
似
し
た
属
地
的
な
検
注
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
で

き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
帳
簿
も
「
郷
」
毎
に
ま
と
め
ら
れ

た
公
算
が
高
い
。
こ
こ
に
は
「
名
」
も
「
番
」
も
見
ら
れ

ず
、
専
ら
、
　
「
郷
」
が
領
域
的
支
配
単
元
と
し
て
前
面
に
押

出
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
嘉
吉
検
注
自
体
、
こ

う
し
た
「
郷
」
を
行
敢
的
に
掘
話
し
、
そ
れ
を
領
域
的
支
配

単
元
化
す
る
た
め
の
検
注
で
あ
っ
た
と
評
価
で
ぎ
る
の
で
あ

⑱る
。
な
お
、
同
年
十
月
五
日
頃
は
、
高
ヶ
谷
の
新
田
二
反
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

十
分
が
「
壇
光
房
名
」
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山

　
　
　
　
⑭

門
歯
の
給
名
で
あ
り
、
　
「
名
体
制
」
と
は
異
質
で
あ
る
。

　
嘉
吉
検
注
か
ら
約
二
十
年
を
経
た
寛
正
一
（
一
四
六
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ロ
ト

年
に
は
、
図
師
が
「
今
堀
郷
村
人
」
に
年
貢
未
進
分
の
「
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

米
」
八
百
余
石
の
返
済
を
迫
っ
た
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

第
に
地
下
請
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
山
門

の
「
郷
」
支
配
指
向
は
、
こ
の
よ
う
に
十
五
世
紀
中
葉
に
晶

図2（a）近世今堀村域と小字名（1＝10，000　×　！i）

1〔！今堀｛寸界

小腸琴

。 小宇地名

　　

@
へ
　
豪
、
一
，
一
と
．
＼
野
趣
灘
〉
慈
8
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出
し
て
お
り
、
嘉
吉
検
注
は
そ
の
最
終
的
画
期
を
な
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
名
」
体
欄
の
崩
壊
が
進
行
す
る
十
四

世
紀
末
に
惣
結
合
を
遂
げ
た
今
堀
郷
は
、
次
第
に
把
握
を
強

化
さ
れ
、
十
五
世
紀
中
葉
に
至
っ
て
「
行
政
村
的
性
格
」
を

付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
行
政
村
的
性
格
」
の
重
要
な
側
面
と
し
て
「
郷
」

　
　
　
　
　
　
⑧

域
の
画
定
が
あ
る
。
右
の
よ
う
な
嘉
吉
検
注
の
方
針
か
ら
す

れ
ば
、
　
「
郷
」
域
は
明
瞭
に
帳
付
け
さ
れ
、
客
観
的
規
進
・
を

具
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
今
堀
四
域
は
検
注
帳
今
堀

分
に
登
録
さ
れ
た
全
耕
地
の
集
合
体
と
し
て
存
在
し
、
登
録

さ
れ
な
い
耕
地
は
、
今
堀
郷
に
属
さ
な
い
と
い
う
規
準
で
あ

る
。　

こ
う
し
て
画
定
さ
れ
た
今
堀
四
域
が
そ
の
ま
ま
近
世
今
堀

村
域
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
今
堀
で
は

天
正
十
一
・
十
二
（
一
五
八
一
二
・
四
）
年
検
地
に
お
い
て
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

村
切
り
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
が
、
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

検
地
に
際
し
て
今
堀
の
百
姓
等
が
差
上
げ
た
起
請
文
前
書
の

第
一
条
に
「
一
、
こ
ほ
り
さ
か
へ
、
庄
さ
か
い
、
郷
さ
か
い

を
ま
ぎ
ら
か
し
申
問
敷
写
」
と
あ
っ
て
、
郡
三
郷
境
が
旧
来

の
慣
例
に
よ
っ
て
い
る
事
が
判
明
す
る
。
こ
の
「
郷
」
は
野

馬2（b）中世後期今堀郷の地名復原図（1：10，000×％）
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方
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
藩
政
村
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

近
世
的
村
芝
の
秩
序
が
吊
く
嘉
吉
検
注
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
近
世
今
堀
村
の
境
域
と
小
字
名
は
、
図
2
に
示
し
た
。
中
世
後

期
に
お
け
る
地
名
も
同
時
に
比
定
し
て
あ
る
。
蛇
溝
と
の
境
界
が
不
明
瞭
で
、

複
雑
と
な
っ
て
い
る
が
、
十
六
世
紀
に
は
両
郷
の
空
間
的
秩
序
が
確
立
し
て

お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
両
郷
の
水
利
相
論
は
、
そ
れ
を
前
提
と
し
な
け
れ

ば
理
解
で
き
な
い
。
な
お
こ
う
し
て
画
定
さ
れ
た
今
堀
郷
の
境
域
が
、
神
社

を
中
心
と
す
る
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
の
円
に
近
似
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
①
　
正
安
三
（
瓢
§
）
年
「
延
暦
寺
東
谷
仏
頂
尾
衆
徒
等
勤
状
」
（
「
今
堀
文
書
」
二
号
）
。

　
②
文
亀
二
（
蓋
O
忽
）
年
「
諸
三
二
配
当
之
図
」
（
八
日
欝
市
建
部
日
吉
神
社
蔵
）
で

　
　
は
、
保
域
が
、
山
門
領
の
他
、
六
角
殿
領
・
百
済
寺
領
・
法
性
寺
領
な
ど
に
分
割

　
　
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
元
来
一
己
保
全
域
が
山
門
一
円
領
で

　
　
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
③
「
山
門
衆
議
仰
書
」
（
「
今
堀
文
書
」
一
号
）
。

　
④
　
国
士
庁
土
地
局
『
土
地
分
類
図
（
滋
賀
県
）
』
一
九
七
五
、
（
地
形
分
類
担
当
小

　
　
林
健
太
郎
）
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
モ

　
⑤
　
保
域
は
近
投
以
降
も
「
保
内
郷
」
域
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
仲
村
研
「
近

　
　
江
国
得
担
保
今
轟
の
村
掟
」
渦
三
一
酬
灘
日
棄
教
の
歴
史
良
俗
竺

　
　
九
七
六
所
収
、
参
照
。

　
⑥
　
「
今
堀
文
書
」
中
で
「
方
」
の
主
な
用
例
を
摘
出
す
れ
ば
次
の
通
り
。
「
野
方
・

　
　
田
方
名
主
否
姓
等
」
　
（
年
未
詳
、
四
二
号
）
、
　
「
野
方
畠
成
田
新
開
」
　
（
永
和
四

　
　
（
三
七
八
）
年
、
二
三
号
）
、
「
野
方
新
開
代
官
職
」
（
年
未
詳
、
二
五
号
）
。

　
⑦
用
例
等
は
仲
村
同
上
⑤
に
詳
し
い
。

　
⑥
後
述
す
る
よ
う
に
、
嘉
吉
検
注
も
、
田
方
・
野
方
を
単
位
と
し
て
施
行
さ
れ
て

⑨　
な
お
小
牧
は
こ
の
地
形
面
を
洪
叡
台
地
と
し
て
お
り
、
訂
正
の
必
要
が
あ
る
。

⑩
も
と
よ
り
小
規
模
な
開
発
が
徐
々
に
行
な
わ
れ
て
い
た
事
を
否
定
す
る
も
の
で

　
は
な
い
。
保
内
に
面
接
す
る
布
施
村
に
は
、
神
社
の
神
体
と
な
っ
て
い
る
後
期
円

　
墳
や
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
に
詠
わ
れ
た
布
施
の
大
溜
池
な
ど
が
存
在
し
、
或
る
程
度

　
古
い
開
発
が
な
さ
れ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
。

⑪
　
狛
井
は
近
世
後
期
に
西
へ
延
長
さ
れ
、
三
郷
も
増
加
し
た
と
云
う
（
愛
知
川
沿

　
岸
土
地
改
良
区
の
聞
取
に
よ
る
）
が
、
元
来
は
小
脇
郷
ま
で
を
灌
瀧
し
て
お
り
、

　
「
小
脇
井
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
（
八
日
箭
市
中
野
共
有
文
書
）
。

⑫
　
近
世
以
降
、
近
年
「
井
組
」
が
解
体
す
る
ま
で
、
井
郷
は
保
内
芝
原
村
ま
で
で

　
あ
り
、
今
堀
・
蛇
溝
・
雨
冠
塚
三
村
は
正
式
な
「
井
郷
」
で
は
な
か
っ
た
（
八
目

　
市
市
今
代
町
安
村
家
文
書
）
。

⑩
　
「
重
修
明
王
寺
本
尊
記
」
『
蒲
生
郡
志
』
巻
七
、
～
九
二
三
所
収
。

⑭
　
「
今
堀
日
吉
神
社
の
三
二
」
『
歴
史
公
論
』
五
、
一
九
七
六
所
収
。

⑯
高
井
は
八
日
市
市
御
園
町
付
近
で
段
丘
崖
を
数
段
に
分
か
ち
、
段
丘
崖
を
伝
わ

　
せ
な
が
ら
段
丘
面
上
へ
引
水
し
て
い
る
。
同
様
の
工
法
は
対
岸
の
「
愛
知
井
」
に

　
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
野
栄
夫
「
近
江
国
愛
智
荘
故
地
に
お
け
る
開
発
と
灌
概
」

　
『
地
方
史
研
究
』
一
二
八
号
、
一
九
七
五
所
収
、
参
照
。

⑯
今
堀
・
蛇
溝
両
郷
に
お
い
て
、
水
田
化
は
早
く
か
ら
指
向
さ
れ
て
い
た
。
同
上

　
⑥
の
「
野
方
皇
成
田
新
開
」
は
こ
れ
ら
両
郷
に
お
け
る
畠
地
の
水
田
化
を
指
し
、

　
こ
う
し
た
動
向
に
対
処
し
て
、
山
門
は
両
郷
に
「
野
方
新
開
代
官
」
を
設
置
し
た

　
の
で
あ
る
。
仲
村
研
「
中
世
に
お
け
る
近
江
一
得
珍
保
今
堀
郷
の
農
業
」
『
農
業

　
経
済
研
究
』
第
四
二
藍
四
号
、
一
九
七
七
所
収
、
参
照
。

⑰
巾
野
．
金
屋
．
今
在
家
・
小
今
在
家
な
ど
で
は
、
近
世
初
頭
よ
り
水
田
化
の
代

　
わ
り
に
商
品
作
物
（
茶
・
煙
草
）
の
導
入
を
行
な
い
、
商
業
的
農
業
を
営
ん
で
い

　
た
。
河
井
勇
之
助
「
近
世
初
期
の
商
業
的
畏
業
経
営
」
　
『
史
学
研
究
』
第
五
集
、

い
掃
溜
嚢
重
量
纏
寒
熱
陰
嚢
九
五
九
㎎
圃
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一
九
五
一
所
収
、
参
照
。

⑱
仲
村
同
上
⑤
論
文
。

⑲
　
平
尾
に
鎮
座
す
る
大
森
神
社
は
下
大
森
の
氏
神
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
を
核
と

　
し
て
で
き
た
小
集
落
が
平
尾
で
あ
っ
た
。

⑳
宝
徳
元
（
颪
四
九
）
年
「
柴
原
村
人
連
署
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
四
〇
二
号
）
。

⑪
　
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
「
近
江
国
蒲
生
郡
芝
原
村
積
出
シ
明
細
帳
」
　
（
八
日
市
市
芝

　
原
共
有
文
書
）
。
こ
の
関
係
は
中
撚
へ
遡
る
も
の
と
し
て
差
支
え
な
い
。

⑫
　
「
今
堀
文
書
」
五
七
四
号
。

⑱
　
「
今
堀
神
田
注
文
」
（
「
今
堀
文
書
」
四
四
二
号
）
。

⑭
　
仲
村
研
「
新
発
見
の
索
溝
共
有
文
書
に
つ
い
て
」
　
『
細
塵
歴
史
』
二
一
八
号
、

　
…
九
七
四
所
収
。

⑱
　
永
徳
三
（
薫
八
十
）
年
「
家
鎮
頭
日
記
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
五
七
号
）
、
永
徳
四
（
；
天
四
）

　
年
「
総
掘
頭
入
物
注
文
」
（
同
三
三
一
号
）
等
が
関
連
文
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
仲
村
研
「
近
江
織
豊
珍
保
今
堀
郷
の
『
惣
』
覚
書
」
　
『
社
会
科
学
』
十
一
号
、
　

　
九
七
〇
所
収
、
参
照
。

⑬
　
「
今
堀
神
畠
坪
付
」
（
「
今
・
堀
文
漁
闇
」
三
一
八
号
）
に
、
三
筆
の
神
畠
が
「
惣
ヨ
リ

　
ウ
．
リ
了
扁
と
あ
る
。

＠
　
「
今
堀
文
書
」
三
三
号
。

麿
　
こ
の
こ
と
は
、
直
ち
に
今
堀
郷
居
住
幾
が
す
べ
て
座
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
を

　
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
居
便
民
が
「
村
人
」
劉
座
構
成
員
と
、
「
村
人
ニ
テ

　
無
物
」
1
1
非
座
構
成
員
と
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
は
、
延
徳
元
（
菌
八
九
）
年
「
今
堀

　
地
下
掟
書
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
六
三
号
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
村

　
人
ニ
テ
無
物
」
は
、
後
家
な
ど
の
書
屋
二
三
層
や
、
座
公
事
滞
納
・
掟
違
背
等
に

　
よ
っ
て
座
を
追
放
さ
れ
た
旧
「
村
人
」
等
が
主
体
を
な
し
、
再
び
構
成
員
と
な
る

　
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
仲
村
同
上
⑤
論
文
参
照
の
こ
と
。

⑳
「
衛
門
次
郎
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
九
五
号
）
。
な
お
嵜
進
は
こ
れ
以
前
に
も

　
確
認
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
丸
山
幸
彦
「
荘
園
村
落
に
お
け
る
惣
有
田
に
つ
い
て
」
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』

　
　
九
七
〇
所
収
。

⑳
　
明
応
六
（
颪
九
七
）
年
「
十
羅
刹
奉
加
帳
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
一
六
号
）
。

㊥
　
史
料
上
確
認
さ
れ
る
の
は
、
入
会
林
用
益
を
め
ぐ
る
共
同
（
「
今
堀
文
書
」
二
七

　
一
号
、
天
正
九
（
拙
守
）
年
「
布
施
公
保
下
知
状
案
」
）
、
神
田
ら
し
き
耕
地
を
共
有

　
し
て
い
た
こ
と
（
「
今
堀
文
書
」
同
上
⑳
）
な
ど
に
と
ど
ま
る
が
、
同
上
⑮
「
明
細

　
帳
」
に
見
ら
れ
る
水
利
の
結
合
も
中
世
に
遡
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
こ
れ
ら

　
に
つ
い
て
は
鋼
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

魎
　
こ
れ
を
証
す
る
も
の
と
し
て
、
永
和
四
（
；
石
八
）
年
「
山
門
衆
議
下
知
状
案
」

　
（
「
今
堀
文
書
」
二
三
号
）
の
「
名
≧
管
領
臨
終
百
姓
等
」
が
挙
げ
ら
れ
て
ぎ
た
。

　
売
券
寄
進
状
に
お
け
る
土
地
表
詑
で
は
、
観
応
二
（
＝
二
互
）
年
「
光
焔
畠
地
売
券
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
「
今
堀
文
書
」
五
二
八
号
）
に
お
け
る
「
此
地
内
大
入
方
今
堀
介
太
郎
名
也
、
小

　
今
堀
神
領
也
」
や
、
康
安
二
（
営
門
ニ
）
年
「
し
ゅ
う
さ
ん
ノ
御
坊
鼠
地
寄
進
状
」

　
（
「
今
堀
文
書
四
　
穴
号
）
に
お
け
る
「
織
豊
磁
器
今
堀
郷
内
字
き
た
う
ら
也
、
ゐ

　
へ

　
方
と
ら
太
郎
名
」
な
ど
が
本
来
的
な
「
名
」
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
挙
げ

　
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
例
に
し
て
も
、
す
で
に
「
郷
」
の
反
映
を
強
く
受

　
け
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。

⑭
　
「
中
世
後
期
荘
園
村
落
の
構
造
」
『
日
本
史
研
究
』
一
｝
六
号
、
一
九
七
一
所
収
。

⑯
　
「
学
頭
代
下
知
状
」
（
「
今
堀
文
轡
」
三
五
号
）
。

⑳
　
丸
山
同
上
⑭
論
文
で
始
め
て
注
目
さ
れ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
意
義

　
付
け
に
つ
い
て
は
賛
同
し
難
い
点
も
残
る
。

⑳
　
同
上
⑭
論
文
。

⑱
「
今
堀
文
書
」
三
一
九
・
三
二
三
号
。
以
下
二
通
と
も
、
丸
山
同
上
⑭
の
錯
簡

　
復
原
に
拠
っ
て
い
る
。

⑳
　
「
今
堀
文
書
」
四
七
四
号
。

⑭
　
「
今
堀
文
書
」
三
二
〇
・
三
一
一
三
号
。

＠
　
今
堀
の
惣
有
田
畠
帳
簿
た
る
今
堀
神
田
納
帳
の
類
で
は
、
む
し
ろ
地
積
よ
り
も
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貢
納
額
が
登
録
さ
れ
、
好
対
照
を
為
し
て
い
る
。

⑫
　
A
帳
で
五
名
、
B
帳
で
十
名
（
う
ち
「
蛇
心
惣
」
を
含
む
）
を
数
え
る
。
全
体

　
と
の
比
率
は
左
程
大
き
く
な
い
が
、
絶
対
数
を
問
題
と
し
た
い
。

⑬
　
後
壮
図
4
に
比
定
し
て
お
い
た
。

⑭
　
「
平
子
谷
」
は
字
小
谷
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
カ
キ
」
は
山
麓
の
鹿
垣

　
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
検
注
の
十
一
年
後
の
享
徳
三
（
為
書
）
年
の
年
号

　
を
も
つ
「
鹿
≧
垣
霞
記
」
（
「
今
堀
文
書
」
二
五
九
号
）
が
存
す
る
が
、
こ
れ
は
旧

　
来
の
鹿
垣
を
修
理
・
延
長
し
た
際
の
日
記
で
あ
ろ
う
。

⑯
　
A
帳
四
十
七
～
五
十
二
筆
ま
で
の
六
筆
六
反
が
「
佃
」
と
添
記
さ
れ
て
い
る
ほ

　
か
、
B
帳
末
尾
に
「
此
外
ツ
ク
田
五
反
三
百
分
」
と
あ
る
。

⑳
　
丸
山
は
こ
れ
を
名
田
に
対
す
る
「
散
田
」
部
分
の
帳
簿
と
考
え
た
（
同
上
⑭
論
文
）

　
が
、
仲
村
（
「
近
江
国
論
珍
保
今
堀
郷
研
究
の
成
果
と
課
題
」
『
社
会
科
学
』
二
〇
、
～

　
九
七
六
所
収
）
は
こ
れ
を
批
判
し
て
、
「
十
禅
師
田
を
含
む
田
地
部
分
」
と
推
定
し
た
。

⑰
　
「
算
田
帳
断
簡
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
七
一
号
）
、
「
古
田
帳
断
簡
」
（
同
五
七
六
暑
）

　
の
二
通
で
あ
る
。
両
断
簡
の
筆
跡
は
岡
一
で
（
仲
村
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
、
問
時

　
期
同
一
帳
簿
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
④
記
載
形
式
が
A
B
帳
に
類
似
し
、
一

　
切
貢
納
額
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
＠
登
録
人
名
を
A
B
帳
と
対
比
し
て
計
十

　
三
名
が
一
致
し
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
「
自
暴
」
「
布
施
禅
壇
庵
」
「
布

　
施
今
西
殿
」
等
が
と
も
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
か
ら
、
両
断
簡
が
嘉
吉

　
検
注
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
さ
ら
に
◎
両
断
簡
に
は
、
各
筆
毎
に
「
新
開
」

　
「
免
冊
分
」
「
不
五
十
分
」
等
の
添
書
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
「
畠
田
」
の
類
が
含

　
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
か
ら
、
こ
れ
が
畠
田
も
含
め
た
畠
地
部
分
の
帳
簿
と
推
定
さ

　
れ
る
。
丸
山
（
同
上
⑭
）
の
注
目
し
た
文
安
四
（
西
四
七
）
年
の
「
嘉
吉
二
年
算
田
新

　
開
」
（
「
山
門
衆
議
下
知
状
案
」
、
「
今
堀
文
書
」
二
四
号
）
は
、
A
B
帳
中
の
耕
地

　
で
は
な
く
こ
れ
ら
両
断
簡
の
よ
う
な
陰
地
帳
簿
中
に
「
新
開
」
と
指
定
さ
れ
た
耕

　
地
を
指
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑱
十
五
世
紀
前
半
は
、
高
野
山
領
・
東
大
寺
領
等
々
、
全
園
的
に
荘
園
制
下
最
後

　
の
検
注
が
施
行
さ
れ
、
鎌
倉
末
以
降
の
在
地
構
造
の
変
化
の
再
把
握
が
領
主
に
よ

　
っ
て
企
て
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
（
峰
岸
純
夫
「
村
落
と
土
豪
」

　
『
講
座
日
本
史
三
』
一
九
七
〇
所
収
）
。
　
丸
山
（
嗣
上
⑭
）
の
推
定
す
る
如
く
、

　
近
江
の
山
門
領
荘
園
に
お
い
て
も
嘉
吉
期
に
一
斉
に
検
注
が
行
な
わ
れ
た
公
算
が

　
高
い
。
こ
れ
も
、
支
配
体
制
の
再
編
成
と
し
て
、
「
郷
」
の
掘
擁
強
化
が
企
て
ら

　
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
不
自
然
は
な
か
ろ
う
。

⑲
「
学
頭
代
下
知
状
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
十
号
）
。

⑭
　
仲
村
同
上
⑳
論
文
。
な
お
、
供
僧
給
名
が
こ
う
し
た
新
開
地
の
み
か
ら
成
っ
て

　
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
宝
徳
三
（
…
一
舟
）
年
「
学
頭
代
羽
十
等
連
署
売
券
」

　
（
「
今
堀
文
書
」
五
　
九
男
）
の
「
柿
木
名
」
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
新

　
開
耕
地
の
供
僧
名
編
入
は
、
山
門
の
取
込
強
化
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ

　
う
。
こ
れ
に
対
し
て
今
堀
惣
は
、
新
開
に
よ
る
免
除
地
を
積
極
的
に
神
田
に
取
り

　
込
も
う
と
し
て
お
う
、
丸
山
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
（
同
上
⑭
論
文
）
、
文
安
四

　
（
西
四
七
）
年
に
新
開
と
し
て
免
除
さ
れ
た
三
反
半
（
「
今
堀
文
書
」
二
四
丹
）
が
、
享

　
徳
二
（
西
五
三
）
年
・
に
は
「
神
田
御
免
」
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
（
「
今
・
堀
…
文
譲
」
ゴ
竺
二

　
〇
号
）
。
こ
の
よ
う
に
新
開
田
か
ら
生
ず
る
余
剰
を
め
ぐ
っ
て
、
山
門
と
対
抗
す

　
る
こ
と
が
、
今
堀
惣
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。

⑪
　

「
得
珍
保
名
山
門
留
日
H
安
案
」
　
（
「
△
」
堀
文
書
」
論
ハ
○
二
口
万
）
。

⑫
　
今
堀
に
お
い
て
、
年
貢
諸
役
一
切
の
地
下
請
が
成
立
し
て
い
た
か
は
詳
か
で
な

　
い
が
、
仲
村
は
座
公
論
の
内
容
に
領
主
へ
の
年
貢
が
含
ま
れ
て
い
た
と
見
て
い
る

　
（
同
上
⑳
論
文
）
。

曾
　
同
じ
蒔
期
の
高
野
山
領
官
省
銭
荘
の
検
注
に
お
い
て
も
村
切
り
が
行
な
わ
れ
て

　
い
る
。
熱
田
公
「
室
町
間
代
の
高
野
山
領
荘
園
に
つ
い
て
」
　
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二

　
四
号
、
一
九
六
〇
所
収
、
参
照
。

⑭
　
た
と
え
ば
天
正
十
三
（
養
八
五
）
年
に
は
す
で
に
「
蛇
親
里
出
作
分
」
の
未
進
年
貢
を

　
蛇
溝
惣
が
今
堀
惣
に
借
用
し
て
い
る
（
「
蛇
溝
衆
請
状
案
」
「
今
堀
文
書
」
二
五
六
号
）
。

⑮
　

「
今
堀
村
百
姓
紀
一
諮
…
文
晶
朗
醤
」
（
「
今
堀
文
醤
」
豊
山
ハ
一
瓢
写
）
。
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三
　
今
掘
郷
の
集
落
と
耕
地

　
①
　
今
掘
の
集
落
形
態

　
「
今
堀
日
吉
神
社
文
書
」
は
今
堀
の
集
落
や
宅
地
に
つ
い
て
余
り
多
く
を

語
っ
て
お
ら
ず
、
中
世
後
期
に
お
け
る
今
堀
の
集
落
形
態
を
復
原
す
る
こ
と

は
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
で
も
延
徳
元
（
｝
四
八
九
）
年
の
「
今
堀
地
下
掟

①書
」
の
末
条
二
、
堀
ヨ
リ
東
ヲ
ハ
屋
敷
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
者
也
」
は
、
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

よ
り
今
堀
集
落
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
即
ち
環

濠
集
落
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
惣
結
合
と
環
濠
集
落
の
形
成
が
決
し
て

無
関
係
で
な
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
今
堀
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
④

環
濠
集
落
で
あ
っ
た
と
す
る
永
原
慶
二
・
橋
本
玲
子
ら
の
推
定
は
魅
力
的
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
推
定
は
、
い
ま
だ
何
ら
の
実
証
的
裏
付
け
を
も
有

し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
地
籍
図
や
近
世
絵
図
を
援
用
し
て
、
今
堀
の
集
落

形
態
を
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

　
今
堀
に
は
明
治
六
（
一
八
七
一
二
年
）
の
年
号
を
も
つ
地
籍
図
「
地
券
取
調

　
　
　
　
　
⑤

今
堀
邨
惣
絵
図
」
　
（
以
下
「
地
券
絵
図
」
と
略
す
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
近

世
最
末
期
の
今
堀
の
景
観
を
う
か
が
う
の
に
重
宝
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
今
堀

の
平
地
部
分
を
図
化
し
た
の
が
図
3
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
当
時
の
今
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
⑦

集
落
は
御
代
参
街
道
（
伊
勢
道
）
と
柴
原
道
を
二
本
の
勅
と
し
て
発
達
し
て

い
る
が
、
全
体
で
一
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
村
を
な
さ
ず
、
次
の
三
つ
の
部

分
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
④
御
代
参
街
道
沿
い
の
路
村

部
、
㈲
　
神
社
の
西
及
び
南
に
連
な
る
中
央
部
、
㊨
神
社
の
東
に
独
立
し
た
ま

と
ま
り
を
な
す
小
村
部
。
こ
の
三
つ
の
ま
と
ま
り
は
近
世
以
降
の
村
組
に
対

応
し
、
ω
茶
屋
出
、
㈲
中
出
、
の
東
出
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

で
あ
る
か
ら
、
今
堀
集
落
は
大
和
地
方
に
典
型
的
な
環
濠
集
落
と
は
か
な
り

趣
を
異
に
し
て
お
り
、
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
な
お
当
時
の
個
々
の
宅
地
積
を
見
て
お
け

ば
、
表
2
の
通
り
、
全
六
十
五
筆
の
約
三
分

の
二
の
四
十
二
筆
が
五
畝
以
下
、
と
く
に
二

漱
台
、
三
石
台
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
一
反
以
上
の
広
い
宅
地
六
筆
が
鼠
を
ひ

く
が
、
そ
の
う
ち
の
上
位
三
筆
は
近
世
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

け
る
百
姓
身
分
の
代
官
の
屋
敷
地
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
柴
原
道
沿
い
北
側
に
ほ
ぼ
等
間
隔

に
並
ら
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
近
世
最
末
期
の
集
落

形
態
は
果
た
し
て
中
世
後
期
ま
で
遡
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
先

ず
近
世
元
禄
期
の
そ
れ
を
媒
介
項
と
し
て
取

上
げ
て
お
こ
う
。
幸
い
今
堀
及
び
周
辺
諸
村

表2　明治初年今堀村の宅地数

㈱・一1・一1・一1・一1・一1・一h・一1・一1・一1計

8
2
8
2
9

3
　
　
り
0

1

匠
、
1
3

1
　
　
1

2
　
　
4
　
　
2

1
　
　
1
　
　
ご
」

2
　
　
7
　
　
6

8
　
　
6

2
　
　
0
0

1

出
出
軍

　
　
屋

東
中
茶

計｛・国・4国・国・1・1・巨i・1　・・
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図3　明治初年における今堀村の景観
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に
は
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
「
布
施
村
保
内
十
三
ケ
村
庄
屋
年
寄
連
判
立

　
　
　
　
　
　
⑨

会
草
場
境
界
絵
図
」
　
（
以
下
「
元
禄
絵
図
」
と
略
す
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

関
係
部
分
を
図
化
し
て
図
4
に
掲
げ
た
。
こ
こ
で
は
一
筆
毎
の
記
載
が
な
く
、

図4　元禄期における今堀村周辺
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、
輪
職
…
醸

　
謳
　
　
　
　
、

　
3
贈
　
　
・
r

悔
、
愚

ト
　
）
．
ノ
「
～

　
　
　
　
M

、
≠1婦‘ア、宴一一壼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
7
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
、
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
」

　
驚　

　
画
彫
蕊
　
．
鵬
　
　
λ

掛
　
⊆
　
　
　
　
　
　
　
「
人
・

・
　
　
桟
華
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
・
↓
パ
警

　
　
　
　
　
　
　
　
τ
．
擁

　
　
　
　
　
　
　
レ
一
㌦

　
　
　
　
　
　
　
「
、
、

　
　
　
　
　
　
　
一
と
、

　
　
　
　
、
、
　
．
へ
M

　
　
　
　
　
　
　
盗

　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
♪
畷

　
　
　
　
．
・
幽

　
　
　
　
　
　
　
数
．
傷

集
落
部
分
が
赤
塗
り
（
図
の
ア
ミ
フ
セ
部
分
）
で
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
「
地
券
絵
図
」
と
較
べ
れ
ば
、
こ
の
集
落
部
分
に
は
宅
地
以
外
に
藪
や
若

干
の
畠
地
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
集
落
部
の
外
形
を
比

　
　
　
　
　
　
較
す
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
「
地
券

ノ］く星許　．名1

1

2

3

4

5

6

7

1昏i　
り
ト

了ti叫〔ノトdBStと　「少．IID

殉テ　J11（虫ヒf［少∫11）

iヒi昏；ノ1二

南高フト

ヰ宣t｝tfJ：t

平イ溜

・・一・・vt＋vtt一・，・，…Vt．1

　　　　｝水路緯川

　K一一　水V）流れる＝方向

一主な街道
一一一一一一・ ｹ　路
一’一’V絵図にあらわれた
　　　　村界

纒集落剖二

、レ

F

e

林地

草場
絵図に示された朴祉

溜池
嘉吉検注（9月17目）の

第一与奪比定地

絵
図
」
と
比
較
す
れ
ば
、
最
も
重
要
な
相
違
は
茶
屋
出
の

部
分
に
あ
る
。
　
「
元
禄
絵
図
」
で
は
、
と
り
わ
け
街
道
の

西
側
で
路
村
的
な
列
状
形
態
が
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
三
角

形
に
近
い
ブ
ロ
ッ
ク
状
形
態
を
呈
し
て
い
る
。
現
在
茶
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

出
は
街
道
に
沿
っ
て
一
層
北
へ
伸
張
し
て
お
り
「
地
券
絵

図
」
以
降
も
発
達
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
聞
取
に

よ
れ
ば
、
中
出
・
東
出
か
ら
茶
屋
出
へ
村
内
移
住
す
る
も

の
も
多
か
っ
た
と
言
う
。
こ
れ
ら
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
御

代
参
街
道
に
沿
う
路
村
は
む
し
ろ
近
世
以
降
に
発
達
し
た

も
の
で
、
当
初
茶
屋
出
は
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
小
集
落
A
が
存

し
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
東
出
D
は
、
元
禄
期
に
は
高
井
か
ら
分
岐
す
る
水

路
が
東
南
辺
を
画
し
、
そ
の
外
側
へ
は
決
し
て
宅
地
が
は

み
出
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
や
は
り
ブ
ロ
ッ
ク
状
1
そ
れ

も
形
態
を
規
定
す
る
外
郭
線
を
有
し
た
一
の
小
集
落
を
な

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
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以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
我
々
は
、
中
世
後
期
或
い
は
そ
の
終
結
点
で
あ

る
近
世
最
初
期
の
今
堀
集
落
が
、
道
路
・
水
路
等
に
よ
っ
て
周
囲
を
囲
擁
さ

れ
た
複
数
の
小
集
落
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
仮
説
に
凍
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
正
否
を
史
料
に
即
し
て
確
認
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
先
ず
中
世
後
期
今
堀
郷
内
の
小
字
地
名
か
ら
集
落
に
起
因
或
い
は
関
連
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
⑫

る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
摘
出
し
よ
う
。
先
ず
「
西
屋
敷
」
「
西
在
家
」
「
茶
屋

屋
翫
は
ζ
ッ
ク
A
に
比
定
さ
れ
る
・
嘉
吉
三
（
西
四
三
）
年
に
売
買
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

行
な
わ
れ
た
「
西
在
家
南
」
の
「
畠
田
」
は
「
限
北
河
定
」
と
あ
り
、
A
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

既
に
南
を
南
高
井
川
に
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
「
東
在
家
」

　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
⑰

「
東
ノ
里
」
　
「
東
村
（
ム
ラ
）
」
は
D
に
比
定
さ
れ
る
。
売
券
寄
進
状
類
で
は

D
の
南
に
位
置
す
る
「
田
畠
」
が
多
く
登
場
す
る
他
、
天
文
十
二
（
一
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

三
）
年
に
は
「
東
ム
ラ
」
の
屋
敷
一
所
が
売
買
さ
れ
て
お
り
、
　
「
北
ル
イ
地

ポ
リ
」
と
あ
っ
て
、
D
ブ
ロ
ッ
ク
の
北
部
に
も
「
ホ
リ
」
の
所
在
を
確
認
し

　
⑲

う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑫

　
「
垣
内
」
の
つ
く
地
名
は
「
南
垣
内
」
「
大
垣
内
」
「
中
垣
内
」
の
三
つ
が

存
し
た
。
こ
の
う
ち
の
「
南
垣
内
」
は
用
例
が
少
な
く
決
め
手
に
欠
け
る
も
の

の
、
ブ
ロ
ッ
ク
C
に
比
定
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
神
社
前
に
位
置
し
、
三
々

前
後
の
宅
地
が
整
然
と
並
ら
ぶ
こ
の
C
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
今
堀
集
落
の
中
核
部

と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
、
北
を
柴
原
道
に
、
南
を
大
き
く
南
高
井
川
に
整
然

と
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
「
大
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

内
」
　
「
中
垣
内
」
は
そ
れ
ぞ
れ
字
藪
の
下
、

　
　
⑳

字
夕
明
に
比
定
さ
れ
る
。
と
も
に
「
垣
内
」

の
名
に
相
応
し
い
外
形
を
呈
し
て
い
る
が
、

前
者
は
水
田
化
地
区
、
後
者
は
後
述
す
る

「
菜
畠
」
地
区
で
あ
り
、
史
料
上
宅
地
の

存
在
は
確
認
で
き
な
い
。

　
以
上
、
中
世
後
期
の
小
字
名
か
ら
A
・

C
。
D
の
一
翼
ブ
ロ
ッ
ク
が
当
山
の
集
落
野

分
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
え
た
。
そ
れ

で
は
残
る
B
ブ
ロ
ッ
ク
は
い
か
な
る
景
観

を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
B
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
東
端
に
神
社
が
位
置

す
る
こ
と
、
近
世
に
代
官
屋
敷
三
戸
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
等
で
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
を

有
し
て
い
る
。
神
社
に
付
接
し
て
か
な
り

広
い
「
惣
ノ
森
」
が
存
し
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
「
惣
ノ

森
」
に
囲
ま
れ
た
屋
敷
が
二
件
存
し
た

（
表
3
日
目
b
）
。
う
ち
a
は
程
な
く
畠
地

蓑3　BブPックに確認される屋敷

年代旨・圏酬東西南北朧議轟再割
・47胤収北融1・…i惣林1類地1締1道1正弥1嫡螂｝・・9

1482…2gレ圖〃 1一 ク ！！ 〃購鋼真瑚493
1482，　11， ・北國・反1惣・森1惣・嚇庵ノ屋1惣・森i元締騨人i562

1386．一・．・陣棚野火・・分t弥次雌轡燭大野良1領く郎齪奎ll貸越・・3

a

・1・482・・…1北i森［・反1惣・森1惣

・113S6・　…陣圃野火・・公言鯛健
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「惣村」の展開と土地利用（吉田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

化
・
「
菜
畠
」
化
し
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
廃
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
惣
ノ
森
」
内
部
に
こ
う
し
た
屋
敷
や
「
騰
落
」
が
点

在
し
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
聞
取
に
よ
れ
ば
「
惣
ノ
森
」
内
部
に
は
、
か
つ

て
井
戸
跡
や
厩
舎
跡
が
存
し
た
そ
う
で
、
宅
地
が
い
っ
か
の
時
期
に
は
営
ま

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
北
西
部
に
は
細
分
化
さ
れ
た
母
地
が

あ
る
（
図
3
参
照
）
が
、
こ
れ
な
ど
は
『
粟
畠
」
が
荒
廃
し
た
跡
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
西
南
角
付
近
に
も
十
四
世
紀
末
に
屋
敷
が
確
認
さ

れ
る
（
表
3
c
）
。
し
か
し
、
こ
の
地
筆
は
、
応
永
二
十
三
（
一
四
一
六
）
年

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
四
升
本
左
近
三
郎
麗
敷

「
今
堀
惣
神
田
蚊
帳
」
の
「
大
　
今
森
面
面
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
大
道

早
く
十
五
世
紀
に
は
荒
廃
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
B
プ
ロ
ヅ
ク
に
は
か
な
り
広
大
な
「
惣

ノ
森
」
が
拡
が
っ
て
お
り
、
内
部
に
若
干
の
屋
敷
や
「
菜
畠
」
が
営
ま
れ
た

形
跡
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
早
く
廃
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
従
っ
て
A
・

C
・
D
の
如
き
プ
ロ
ヅ
ク
状
小
集
落
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
　
「
地
券
絵
図
」
に
見
ら
れ
る
代
官
屋
敷
な
ど
の
屋
敷
は
、
い
ず
れ
も

近
世
以
降
の
再
開
発
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
我
々
は
、
中
世
後
期
の
今
堀
集
落
が
三
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
状
小
集
落
即
ち
娠
在
家
（
A
）
、
南
垣
内
（
C
）
、
東
村
（
D
）
か
ら
成

っ
て
い
た
と
推
定
し
え
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
全
体
で
一
つ
の
塊
村
を
な

し
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
特
色
で
あ
る
が
、
逆
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
コ
ン
パ

ク
ト
に
屋
敷
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
く
、
こ
こ
に
は
躍
る
集
落
プ

ラ
ン
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
ず
れ
も
そ
の
形
態
を
規
制

す
る
外
郭
と
し
て
南
高
温
川
に
接
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
高
井
の
分
流
路

で
あ
る
こ
の
水
路
の
、
逆
S
宇
形
の
奇
妙
な
走
行
は
、
も
と
よ
り
人
工
的
に

設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
無
意
味
で
は
あ
り
得
な
い
。
結
論
的
に

言
え
ば
、
こ
の
川
は
渇
水
期
に
滞
水
路
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

　
㊧

ろ
う
。
田
方
の
余
水
し
か
与
え
ら
れ
な
い
こ
の
川
は
、
平
常
は
流
水
の
な
い

　
　
　
㊧

「
逆
路
川
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
川
か
ら
よ
り
多
く
の
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、

流
水
の
な
い
折
に
は
、
こ
こ
に
水
を
と
ど
め
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
寡
住
へ
水
を
送
る
ま
で
の
聞
に
、
で
き
る
限
り
流
路
長
を
長
く
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
ブ
ロ
ッ
ク
は
南
高
井
川
以
外
に
も
多
く
水

路
で
画
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
も
同
様
の
滞
水
路
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
意
味
で
、
今
堀
は
、
用
水
機
能
を
も
つ
「
濠
」
を
外
郭
と
す
る
三

　
　
ヘ
　
　
　
へ

っ
の
環
濠
小
集
落
か
ら
成
っ
て
い
た
と
も
称
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
「
堀
ヨ
リ
東
…
…
」
の
「
堀
」
が
南
高
井
川
そ
の
他
の
環
濠
を
指
す
も
の

と
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
集
落
形
態
を
形
成
し
維
持
す
る
主
体
と
し
て
、

惣
の
共
同
体
規
制
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
掟
の
禁
ず
る
意
味
が
ち

　
　
　
⑳

が
っ
て
も
、
こ
う
し
た
集
落
形
態
は
「
自
然
発
生
的
」
と
は
程
遠
い
も
の
で

あ
り
、
　
一
種
の
集
落
プ
ラ
ン
と
称
せ
よ
う
。
三
小
集
落
の
機
能
が
個
別
に
は
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確
認
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
全
体
と
し
て
の
統
合
が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
②
　
屋
敷
と
菜
畠
の
土
地
利
用
分
化

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
集
落
プ
ラ
ン
の
形
成
が
い
つ
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
背
景
に
い
か
な
る
事
情
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
も
と
よ
り
、
集
住
の
利
便
は
惣
結
合
に
欠
か
せ
ぬ
条
件
で
あ
る
。
仲
村
研

　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
の
掟
「
一
、
奇
合
ふ
れ
二
度

仁
不
出
人
者
、
五
十
文
可
為
轡
者
也
」
に
は
、
当
晴
、
惣
構
成
員
が
神
社
の

触
れ
太
鼓
を
直
ち
に
聞
き
と
ど
け
う
る
範
囲
に
居
曝
し
て
い
る
と
い
う
前
提

が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
集
落
が
神
社
を
核
と
し
て
集
中
す

る
こ
と
は
墨
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
、
上
述
の
集
落
プ
ラ
ン
を
説
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
先
ず
今
堀
惣
有
屋
敷
に
つ
い
て
検
討
し
よ

、
つ
。

　
今
堀
惣
が
町
有
耕
地
と
あ
わ
せ
て
惣
有
屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
は
、

多
く
の
惣
有
田
帳
簿
に
明
ら
か
で
あ
る
。
上
述
の
延
徳
掟
書
に
は
「
一
、
惣

ヨ
リ
屋
敷
請
嘗
て
村
人
ニ
テ
無
物
不
可
置
候
事
」
と
あ
り
、
詩
人
は
惣
構
成

員
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
都
有
屋
敷
は
す
べ
て
郷
内
即
ち
今
堀
集
落

内
に
位
醒
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
そ
れ
ら
の
屋
敷
の
筆
数
を
惣
有

田
帳
簿
か
ら
拾
え
ば
表
4
の
通
り
。
惣
結
合
の
当
初
た
る
至
徳
・
応
永
期
よ

り
既
に
存
し
た
惣
有
屋
敷
は
、
十
五
世
紀
前
葉
よ
り
急
速
に
筆
数
の
増
加
を

衷
4
　
今
堀
惣
有
田
畑
中
の
麗
敷
面
数

帳

簿

名

至
徳
元
（
一
三
八
四
）
年

「
今
堀
神
鼠
坪
付
」

応
永
二
三
（
一
四
一
六
）
年

「
今
堀
惣
神
田
納
帳
」

寛
正
二
（
一
四
門
』
ハ
一
）
年

「
今
堀
神
田
納
日
記
」

永
正
七
（
一
五
一
〇
）
年

「
今
堀
十
禅
師
田
畑
年
貢
目
録
帳
」

・
氷
三
九
（
一
五
六
六
）
年

「
今
堀
十
禅
師
田
畑
年
貢
臼
録
帳
」

大
以
上

5431

大
～
小

小
以
下

671

総
　
計

546169

（
な
お
、
以
下
同
様
の
表
に
お
い
て
は
、
帳
簿
名
を
略
し
、
　
「
至
徳
坪
付
」
「
応
永

納
帳
」
「
寛
正
納
帳
」
「
永
正
目
録
」
「
永
禄
目
録
」
と
称
す
る
）

始
め
、
十
六
世
紀
初
頭
の
永
正
期
に
は
十
六
件
の
ピ
ー
ク
を
な
す
。
し
か
も

注
目
さ
れ
る
の
は
、
寛
正
以
後
に
増
加
し
た
屋
敷
の
地
積
が
、
確
認
で
き
る

限
り
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
著
し
く
狭
小
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
、
至
徳
・
応
永
期
に
は
い
ず
れ
の
麗
敷
地
も
三
分
の
二
反
（
「
大
」
）
程
度

の
広
さ
を
有
す
る
の
に
対
し
、
寛
正
期
に
は
す
べ
て
が
三
分
の
一
反
（
「
小
」
）

或
い
は
そ
れ
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
永
正
期
で
も
九
十
分
・
四
十
分
と
い
っ

た
狭
小
な
歴
敷
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
例
が
余
り
に
少
な
く
、
即

断
は
許
さ
れ
な
い
が
、
以
上
か
ら
、
十
五
世
紀
前
半
よ
り
今
堀
集
落
に
狭
小

な
屋
敷
地
が
増
加
し
た
と
い
う
傾
向
を
読
み
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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一
方
、
こ
の
動
き
に
併
行
し
て
、
惣
有
田
畠
中
に
も
う
一
つ
の
注
目
す
べ

き
傾
向
が
顕
わ
れ
る
。
　
「
菜
畠
」
の
急
増
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
、
惣
有
屋
敷

と
同
様
に
、
五
通
の
惣
有
田
帳
簿
か
ら
菜
鼠
の
数
を
か
ぞ
え
あ
げ
れ
ば
表
5

の
通
り
と
な
る
。
至
徳
期
か
ら
寛
正
期
に
か
け
て
は
三
倍
強
、
永
正
期
に
か

け
て
は
十
倍
強
と
い
う
、
菜
畠
の
十
五
世
紀
以
降
の
急
激
な
膨
張
は
、
ま
さ

に
惣
有
屋
敷
の
増
化
・
狭
小
化
と
歩
調
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
の
菜
畠
の
性
格
に
つ
い
て
は
既
に
仲
村
が
論
じ
た
。
そ
の
要
点
を
こ
こ

で
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
三
点
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま
ち

　
e
　
「
菜
地
」
「
ナ
ウ
」
と
も
呼
ば
れ
、
独
自
の
「
畔
」
と
い
う
単
位
で
数

　
　
え
ら
れ
る
自
家
用
菜
園
的
畠
地
で
あ
る
。

　
⇔
　
そ
の
分
米
は
他
の
田
地
に
比
し
て
高
く
、
水
利
・
土
壌
な
ど
の
条
件

　
　
が
良
好
で
あ
っ
た
。

　
⇔
　
分
布
は
集
落
に
近
接
し
て
お
り
、
元
来
屋
敷
地
に
付
属
す
る
園
地
の

　
　
系
譜
を
ひ
い
て
い
る
。
荘
園
制
下
で
は
「
在
家
」
と
し
て
、
農
民
・
屋

　
　
敷
と
一
括
さ
れ
て
領
主
に
把
握
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
理
解
に
対
し
て
は
大
む
ね
筆
者
も
賛
同
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
こ

で
も
や
は
り
菜
畠
の
具
体
的
な
存
在
形
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
り
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
右
の
三
点
に
よ
っ
て
、
菜
畠
が
、
一
般
に
屋
敷
畑
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、

屋
敷
に
付
随
す
る
畠
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か

蓑
5
　
今
堀
惣
有
田
中
の
菜
畠
増
加

宮庵中射セホ
森ノ垣　キコ
東後内悔めラ

東
在
家

宮
前
河
南

茶
や
歴
敷

新
蒔
菜
導

燈新合八
呂　子　門
田条原幡

蛇
　
　
溝

八
日
市

至
徳
…
応
永
…
寛
正
…
永
正
　
永
禄

　
　
内
長
一
華
長

　
　
　
　
　
　
　
…
目
録
　
目
録

坪
付
…

　
　
や
不
二
　
幽
　
｛
茸
唾

　　　　5

　　　　5

　　52

4　6　9．52

2

1

8　3　1　1

4

1
　
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

1

F
O
　
　
　
　
　
q
Q

31212

0
0
　
　
　
　
　
0
σ
　
　
　
　
　
－

18

@
　
1
8

璽
勲
・

9．5

15

35．5

計

7

11

22．5

73．5

72．5

所
在
地
比
定

夕
　
　
明

束
同
前

籔
ノ
下

茶
屋
出

西
　
　
畑

不
　
　
明

車
　
　
溝

金
　
　
屋

（
単
位
畔
）
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⑱

し
、
そ
れ
だ
け
が
菜
畠
の
存
在
形
態
で
は
な
い
。
保
内
周
辺
に
お
い
て
は
、

一
筆
一
畝
前
後
の
狭
小
な
畠
地
が
団
地
化
し
た
一
画
を
も
「
ナ
ウ
」
と
呼
ん

で
い
る
。
用
水
事
情
の
改
善
や
耕
地
整
理
に
伴
っ
て
水
田
化
さ
れ
た
所
も
あ

る
が
、
か
つ
て
は
二
村
に
一
～
数
ヶ
所
の
「
ナ
ウ
」
が
存
在
し
た
と
い
う
。

そ
の
位
置
は
集
落
近
在
に
限
ら
ず
、
各
誌
毎
に
適
地
が
選
ば
れ
て
お
り
、
概

し
て
そ
の
一
画
は
地
盤
が
高
く
、
洪
水
時
で
も
こ
こ
だ
け
は
冠
水
し
な
か
っ

た
と
言
う
。
こ
の
「
ナ
ウ
」
の
よ
う
な
畠
地
区
に
は
、
保
内
に
限
ら
ず
、
畿

内
の
農
村
で
度
々
遭
遇
す
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
菜
畠
の
一
存
在
形
態
で
あ

り
、
む
し
ろ
保
内
周
辺
で
は
こ
れ
が
よ
り
一
般
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
掃
え

よ
う
。

　
一
例
と
し
て
今
堀
の
北
に
接
す
る
今
在
家
の
「
ナ
ゥ
」
を
示
す
。
図
5
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
は
り
明
治
六
年
の
「
地
券
取
調
総
絵
図
今
在
家
村
」
を
図
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
「
ナ
ウ
」
は
、
神
社
の
す
ぐ
南
、
鎮
守
森
に
接
す
る
東
西
に

長
い
一
画
を
占
め
て
お
り
、
整
然
と
細
分
化
さ
れ
た
畠
地
が
集
中
し
て
い
る
。

き
ろ
で
・
今
豪
に
は
四
冊
の
書
初
綾
地
幡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
・

そ
の
う
ち
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
の
検
地
帳
に
は
鱗
茎
が
地
目
の
一
つ
に
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⑲

採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
今
在
家
村
の
魚
菜
畠
は
一
町
五
反
弱
、
う
ち

約
三
分
の
二
に
梢
当
す
る
九
反
余
が
字
宮
ノ
前
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
記

載
は
、

「
宜
一
ノ
漁
削
内
野
畠
工
ハ
反
日
采
畠
九
反
一
畝
十
五
分

　
旧
事
　
一
町
五
反
一
犬
十
五
分
拾
五
石
二
升
二
合
　
惣
請
」

と
一
括
さ
れ
、
六
反
の
野
畠
1
1
普
通
畠
が
混
在
し
な
が
ら
も
、
九
反
の
菜
畠

が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
「
富
ノ
前
」
と
い
う
位
置
関
係
か

ら
し
て
も
、
こ
の
九
反
余
が
右
の
「
ナ
ゥ
」
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
も
は
や

疑
い
を
は
さ
め
な
い
。
従
っ
て
、
今
在
家
に
お
い
て
は
、
神
社
の
南
の
菜
畠

区
は
、
す
で
に
中
世
最
末
期
に
は
形
成
さ
れ
て
お
り
、
形
態
的
に
も
明
治
初

年
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
異
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
で
葉
畠
区
全
体
が
「
強
請
」
即
ち
惣
有
畠
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

今
在
家
で
は
林
地
は
ほ
と
ん
ど
が
坐
論
で
あ
っ
た
が
、
菜
畠
も
そ
れ
に
準
ず

る
性
格
を
備
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
話
を
今
堀
に
戻
そ
う
。
中
世
後
期
に
菜
畠
が

存
し
た
地
名
は
表
5
の
通
り
で
、
い
ず
れ
も
現
在
の
賊
名
に
比
定
し
て
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
堀
郷
内
で
菜
畠
が
複
数
存
し
た
の
は
、
字
夕
明
・
東
出

前
・
字
西
畑
の
三
ケ
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
地
券
絵
図
」
で
「
ナ
ウ
」
が

確
認
さ
れ
る
地
区
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
夕
明
地
区
は
永
正
期
に
ご
十
一
畔
半
も
の
菜
畠
が
惣
有
に
な

っ
て
お
り
、
　
「
畔
」
が
い
か
な
る
単
位
か
は
不
明
な
が
ら
、
惣
有
の
比
率
は

高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
在
家
同
様
に
、
神
社
に
近
接
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
も
注
曹
さ
れ
る
。
永
正
十
七
（
一
五
二
〇
）
年
の
掟
に
は
、
惣
ノ
森
の
用
益

規
定
に
続
い
て
、
　
「
　
、
菜
地
畠
ニ
テ
ソ
キ
草
・
ヨ
せ
土
老
停
止
了
」
と
あ

り
、
菜
畠
が
惣
ノ
森
と
同
様
に
、
惣
の
進
止
権
の
強
襲
な
地
所
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
菜
畠
が
集
中
団
地
化
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、

惣
構
成
員
間
で
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
事
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
菜
畠
が
惣
の
手
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
可
能
性
を
見
逃
す
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
左
近
四
部

に
は
ゆ
か
な
い
。
応
永
納
帳
（
叫
四
一
六
）
に
は
、
　
コ
段
菜
成
惣
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
東

う
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
宮
東
の
一
反
の
畠
地
（
し
か
も
免
田
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
惣
有
畠
で
あ
る
可
能
性
が
濃
い
）
を
、
惣
が
宛
行
せ
ず
に
、
菜
畠
造
成
し

た
も
の
と
解
釈
さ
れ
、
位
置
か
ら
夕
明
地
区
に
比
定
で
き
よ
う
。
永
正
目

⑭録
（
一
五
一
〇
）
に
お
け
る
夕
明
地
区
の
葉
畠
と
そ
の
貢
納
額
は
表
6
に
示

し
た
通
り
だ
が
、
こ
こ
に
は
一
畔
六
合
と
い
う
貢
納
率
に
従
っ
て
い
る
も

の
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
貢
納
率
は
、
加
地
子
負
担

藪…6　　永正7（151⑪）年eこ

　おける夕明地区の惣
　蔓菜畠の貢納額

牽名i畔数1貢納百

合
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合
合
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升
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ワ
　
　
り
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升
　
　
　
升

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0

1畔

3ク
111

1！1

2！！

1．5ク

夕明

ホコラ　2〃　ユ斗5升

浜
益
合
文
合

2
　
5
　
4
　
0
　
6

　
　
　
　
8

、
♪
　
　
　
　
！
プ

エ
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
O

肋
P
P
P
P

　場射

2斗4升
　　2斗

〃
　
〃

り
ρ
　
2

中腹内

（養購曙ち6釧

141 （141）



　
　
　
　
　
　
⑮

が
本
来
的
な
馬
装
に
あ
っ
て
は
著
し
く
低
廉
で
あ
り
、
か
つ
て
の
免
田
系
惣

有
畠
を
菜
轟
化
し
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
新
法
跡
地
は
、
地
名
か
ら
し
て
、
い
か
に
も
新
開
の
菜
畠
地
区
ら
し
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
れ
は
十
六
世
紀
初
頭
に
突
如
そ
の
名
を
見
せ
始
め
る
。
従
っ
て
当
地
区
の

菜
畠
造
成
は
、
十
五
世
紀
後
半
と
見
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
今
堀
・
蛇
溝
両
郷

間
に
横
た
わ
る
藪
地
で
あ
っ
た
公
算
が
高
い
。
時
期
的
に
も
嘉
吉
検
注
後
で

あ
り
、
両
郷
の
郷
域
秩
序
が
画
定
し
て
か
ら
開
発
を
見
た
ら
し
い
と
い
う
点

で
、
こ
こ
に
も
集
団
と
し
て
の
惣
の
影
を
見
出
せ
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
菜
畠
の
団
地
化
は
、
一
種
の
土
地
利
用
パ
タ

ー
ン
と
し
て
、
屋
敷
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
集
中
化
と
軌
を
　
に
す
る
も
の
と
言
え

よ
う
。
そ
し
て
、
両
者
が
と
も
に
、
一
定
の
惣
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の

下
で
形
成
・
再
編
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
元
来
「
在
家
」
と
し
て
統
一
的
に
賢
聖
さ
れ
て
い
た
屋
敷
と
そ
れ
に
付
属

す
る
畠
地
が
、
各
々
別
個
の
地
目
と
し
て
独
立
を
遂
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
江
山

の
領
域
に
集
中
団
地
化
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
現
象
は
、
一
種
の
土
地
利
用
分

化
計
画
に
基
づ
く
も
の
と
評
価
さ
れ
、
そ
の
主
体
と
し
て
惣
を
位
置
付
け
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
節
の
冒
頭
で
指
摘
し
て
お
い
た
屋
敷
狭
小
化
の

傾
向
も
、
右
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
、
必
然
的
な
動
き
で
あ
り
、
狭
小
化

し
た
の
は
、
か
つ
て
屋
敷
に
付
属
し
て
い
た
園
地
の
広
さ
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
さ
ら
に
、
集
落
部
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
藪
地
内
に
存
し
た
屋
敷
跡
を
、
屋

敷
と
菜
畠
が
分
離
さ
れ
る
以
前
の
「
在
家
」
的
屋
敷
の
荒
廃
し
た
跡
と
見
る

こ
と
も
決
し
て
不
合
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
星
祭
が
独
立
し
た
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
当

時
の
畠
作
農
業
の
相
対
的
な
地
位
上
昇
一
商
品
作
物
の
導
入
を
契
機
と
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

畠
地
の
有
効
集
約
的
利
用
1
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
た
だ
今
堀
に
お
い
て
は
、

菜
畠
に
何
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
ゆ
え
、
こ
れ
以
上
の

論
及
は
さ
し
控
え
た
い
。

　
③
水
田
化
の
進
展

　
こ
う
し
た
集
落
・
菜
畠
プ
ラ
ン
の
存
在
は
、
拡
大
し
て
、
今
堀
郷
全
域
に

わ
た
る
土
地
利
用
プ
ラ
ン
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
。
再
び
「
地
券
絵
図
」

（
図
3
）
に
眼
を
や
れ
ば
、
明
治
初
年
に
お
け
る
今
堀
村
域
の
土
地
利
用
は
、

一
定
の
秩
序
に
従
っ
て
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
墜
ち
南

北
高
井
川
に
よ
っ
て
郷
域
を
三
つ
の
区
域
に
分
か
ち
、
北
に
畠
地
、
爾
に
水

田
、
そ
の
中
間
に
集
落
・
番
結
が
各
々
分
化
し
て
立
地
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
元
禄
絵
図
」
（
図
4
）
に
お
い
て
も
用
水
路
の
走
行
は
「
地
券
絵
図
」
と

大
差
な
く
、
水
田
分
布
に
基
本
的
な
違
い
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

太
閤
検
地
時
に
お
け
る
今
堀
村
内
の
耕
地
は
お
よ
そ
五
十
町
余
り
、
そ
の
う

ち
半
分
強
の
二
十
六
町
が
水
田
で
あ
っ
た
。
こ
の
田
畠
比
率
は
「
地
券
絵
図
」

に
ほ
ぼ
均
し
く
、
今
堀
郷
内
の
水
田
化
は
中
世
末
に
一
応
の
終
結
を
見
て
い
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「惣村」の展開と土地利用（吉田）

　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
水
田
化
に
際
し
て
、
惣
が
果
た
し
た
役
刻
は
大
き
い
。
そ
れ
は
先
ず
用
水

確
保
の
主
体
と
し
て
、
十
五
世
紀
中
葉
よ
り
機
能
し
始
め
る
。
元
来
、
独
自

の
用
水
源
に
欠
け
、
田
方
の
余
水
を
請
け
て
よ
う
や
く
水
田
化
に
到
達
し
た

今
堀
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
用
水
を
最
も
効
率
よ
く
利
用
し
て
水
田
化
を
促
進

し
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
て
獲
得
さ
れ
た
余
剃
を
、
領
主
と
の
対
抗
に
お
い
て
、

よ
り
厚
く
在
地
に
蓄
積
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
惣
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題

で
あ
っ
た
。
一
方
で
水
田
化
が
促
進
さ
れ
て
い
る
問
に
、
用
水
路
で
囲
ま
れ

た
夕
墾
地
区
は
菜
畠
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
惣
が

意
図
し
た
水
田
化
が
専
ら
高
井
筋
以
南
に
集
中
し
て
い
た
と
考
え
て
さ
し
つ

か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
荒
野
↓
畠
↓
畠
田
↓
水
田
と
い
う
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
丸
山
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ま
た
惣
に
よ
る
水
利
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
仲
村
が
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
お

り
、
今
堀
郷
の
水
田
化
に
関
し
て
も
よ
う
や
く
そ
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
水
田
が
郷
内
を
い
か
な
る
順
序
で
拡
大
し

て
い
っ
た
か
を
た
ど
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
さ
て
図
4
に
示
し
た
よ
う
に
、
近
世
今
堀
村
付
近
の
水
利
系
統
は
、
横
道

川
掛
り
と
南
高
井
川
掛
り
に
二
大
洌
さ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
前
者
に
か
か
る

ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
横
道
川
に
入
る
水
量
が
今
堀
の
死
活
問
題
と
さ
え
言
わ

れ
た
。
た
だ
、
こ
の
横
道
川
は
自
然
流
路
と
は
み
な
し
が
た
く
、
か
と
蕾
口
っ

て
人
工
的
開
馨
を
裏
付
け
る
史
料
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
今
、
売
券
寄
進
状
類
に
水
田
の
所
在
が
確
認
さ
れ
る
字
名
を
初
出
年
代
順

に
並
ら
べ
る
と
表
7
を
得
る
。
十
四
世
紀
末
に
既
に
確
認
さ
れ
る
「
木
戸
ヶ

口
」
は
、
図
2
の
よ
う
に
高
井
の
郷
内
へ
の
入
り
口
に
比
定
さ
れ
る
。
付
近

が
郷
内
で
水
田
化
に
最
も
適
し
、
実
際
最
も
早
か
っ
た
地
区
で
あ
る
こ
と
は

表7　売券寄進状における今堀郷付近の水田の初出年代と所在地

留
年
生

所
　
　
在
　
　
地

　
　
　
F

一文書
番
号

一
三
七
二

　
九
五

一
四
〇
二

　
〇
三

　
〇
九

　
　
一
三

　
二
一

　
四
三
＊

　
七
〇

　
七
三

　
八
○
＊

　
八
八

一
五
一
〇

　
二
〇

　
二
五

＊
保
内
高
ケ
谷

今
堀
郷
内
字
木
戸
ケ
ロ

＊
　
〃
　
　
　
つ
く
田

　
〃
　
　
　
大
垣
内

　
　
　
　
（
横
）

＊
　
〃
　
　
　
ヨ
道
ハ
タ

保
内
字
黒
丸

今
堀
郷
内
字
小
谷

〃〃〃〃ク〃〃

西
在
家
南

棄
南

東
在
家
前

小
竹
原

大
将
軍
面

長
田

松
原

保
内
字
蛇
溝
後

496　447　487　443　504　538　512　561　414　557　560　477　515　616　417

（＊1ま　「畠日B」）

間
違
い
な
い
。
次
い

で
、
ほ
ぼ
同
時
期
の

十
五
世
紀
初
頭
に
、

「
つ
く
田
」
　
「
大
垣

内
」
に
水
田
が
確
認

さ
れ
る
。
「
つ
く
田
」

は
そ
の
名
か
ら
し
て
、

初
期
に
水
田
化
が
な

さ
れ
、
以
後
も
水
田

化
の
核
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、

神
田
古
帳
類
を
分
析

　
　
⑫

す
れ
ば
、
当
時
「
佃
」

「
カ
ン
チ
ヤ
ウ
」
「
長

田
」
「
フ
ン
テ
」
の
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四
字
名
が
混
同
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
は
「
佃
」
を
今
日
の
字
長
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
含
め
ら
れ
た
霊
地
型
地
割
の
一
画
に
比
定
し
た
い
。
こ
の
一
画
を
白
熱
す

る
水
源
は
柴
原
道
沿
い
の
用
水
路
で
あ
り
、
明
治
の
地
租
改
正
時
に
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
水
路
の
両
側
に
は
一
等
地
に
評
価
さ
れ
た
水
田
が
多
か
っ
た
。
量
地
型
地

割
は
「
大
垣
内
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
地
区
は
南
高
井
川
掛
り
で
あ
り
、

集
落
の
強
震
が
こ
れ
ら
の
地
区
の
水
田
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
堀
郷
の
水
田
化

の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
横
道
川
系
統
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
せ

い
ぜ
い
「
佃
」
地
区
の
前
立
に
利
さ
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
高

井
流
域
が
同
時
に
水
田
化
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
区
に
先
行
し
て
「
高
ヶ
谷
」
や
、
少
し
遅
れ
て
「
三

九
」
（
図
1
参
照
）
な
ど
、
布
引
山
地
に
刻
ま
れ
た
浅
い
谷
に
水
田
化
が
確
認

さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
谷
の
上
手
に
溜
池
を
築
造
し
て
水
田
化
を
企
て
た
も
の

で
あ
り
、
中
世
水
田
の
一
典
型
と
さ
れ
る
「
迫
田
」
に
類
似
し
て
、
開
発
の

比
較
的
容
易
な
地
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
両
地
区
は
と
も
に
入

会
林
中
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
郷
の
秩
序
に
欠
け
て
お
り
、
強
い
所

属
関
係
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
山
麓
部
は
「
山
ノ
ク
ボ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
浅
い
谷
を
な
し
、

山
麓
線
沿
い
に
流
水
も
存
し
た
が
、
柴
原
郷
と
一
連
の
地
区
で
あ
る
字
「
小

谷
」
も
水
田
化
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
十
四
世
紀
中
葉
に
「
柴
原
郷
内

　
⑧

西
流
」
と
表
記
さ
れ
る
水
田
は
、
　
「
至
徳
坪
付
」
申
に
「
山
神
ク
ホ
」
と
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

録
さ
れ
る
神
田
と
考
え
ら
れ
、
の
ち
の
今
堀
郷
内
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
嘉
吉
検
注
で
も
最
終
日
に
検
注
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
小
谷
地
区
の
水
田

化
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
惣
の
関
心
も
強
く
、
享
徳
三
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

四
五
三
）
年
に
は
「
鹿
≧
垣
」
建
設
、
長
禄
四
（
一
四
六
〇
）
年
に
は
小
溜

　
　
　
⑳

池
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
惣
に
よ
る
生
産
条
件
の
安
定
化
が
最
初
に
計
ら
れ

て
い
る
。

　
正
業
神
た
る
野
神
は
開
発
拠
点
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ

の
付
近
（
現
在
の
字
面
・
四
ッ
池
地
区
）
は
水
田
化
に
遅
れ
た
地
区
で
あ
っ

た
。
十
六
世
紀
以
降
「
野
神
」
に
位
置
し
た
惣
有
爵
は
、
多
く
「
新
開
」
の

増
徴
を
見
て
お
り
、
当
時
よ
う
や
く
水
田
の
造
成
・
安
定
化
が
緒
に
つ
い
た

と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
横
道
川
の
用
水
が
柴
原
道
以
南
へ
も
届
く
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
高
井
か
ら
取
水
す
る
だ
け
で
は
横
道
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
水
量
は
充
分
で
な
く
、
さ
ら
に
「
市
原
井
」
か
ら
も
取
水
し
て
補
充
に
努

め
ら
れ
た
。
天
文
一
一
十
（
一
五
五
一
）
年
に
設
け
ら
れ
た
「
東
ノ
河
田
の
と

⑧ひ
」
は
そ
の
取
水
口
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
四
年
後
の
天
文
二
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
年
号
を
も
つ
「
市
原
井
水
入
免
」
も
残
っ
て
お
り
、
惣
か
ら
上
流
へ
取
水

使
節
を
派
遣
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
十
五
世
紀
半
ば
に
端
を
発
す
る
今
堀
・
蛇
溝
の
水
論
は
、
惣
が
水
利
確
保

の
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
中
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葉
に
再
び
活
発
化
し
て
い
る
。
紛
争
は
「
胃
底
野
神
田
」
（
図
4
参
照
）
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

路
を
今
堀
側
が
「
道
俘
」
と
称
し
て
埋
め
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

地
区
は
今
堀
字
西
落
に
連
続
し
、
水
掛
り
上
も
横
道
川
系
統
に
属
し
て
い
た
。

従
っ
て
紛
争
は
輿
論
の
実
在
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
の
ち
の
村
境
を
意
識
せ

ず
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
伊
勢
道
を
北
上
す
る
用
水

路
は
、
西
落
地
区
の
他
、
十
六
世
紀
前
半
に
水
田
が
確
認
さ
れ
る
「
松
原
」
・

「
蛇
豊
後
」
地
区
（
と
も
に
今
日
の
宇
後
田
）
ま
で
引
水
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
以
上
、
郷
内
南
半
の
水
田
化
が
、
先
ず
集
落
東
部
と
山
麓
部
に
始
ま
り
、

次
第
に
横
道
川
が
整
備
さ
れ
る
に
従
っ
て
中
央
部
野
神
付
近
に
及
ん
で
い
っ

た
様
相
を
素
描
し
て
き
た
。
そ
し
て
近
世
以
降
に
最
も
重
要
な
用
水
路
と
し

て
機
能
す
る
横
道
川
が
よ
う
や
く
充
実
し
た
時
点
、
即
ち
近
世
今
堀
村
の
用

水
系
統
が
確
立
し
た
時
点
は
、
ま
さ
し
く
太
閤
検
地
の
前
夜
で
あ
っ
た
。

　
①
「
今
堀
文
書
」
三
六
三
号
。

　
②
　
最
も
古
く
は
、
牧
野
儒
之
助
の
言
及
が
あ
り
、
　
「
そ
の
堀
が
　
部
落
の
区
画
一

　
　
非
常
の
場
合
の
防
禦
線
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
（
「
中
世

　
　
末
期
に
お
け
る
村
落
結
合
」
、
『
武
家
時
代
社
会
の
研
究
』
一
九
二
四
所
収
）
。

　
③
　
『
下
剋
上
の
時
代
』
　
（
中
央
公
論
社
『
日
本
の
歴
史
』
）
　
九
穴
生
、
一
一
八
ぺ

　
　
ー
ジ
。

　
④
　
「
近
世
村
落
の
研
究
」
、
古
島
敏
雄
編
『
日
本
経
済
史
大
系
、
近
世
上
』
一
九
六

　
　
五
、
所
収
。

　
⑤
　
湖
東
地
方
に
広
く
残
存
す
る
こ
の
類
の
地
籍
全
図
に
つ
い
て
は
谷
岡
武
雄
の
紹

　
　
介
が
あ
る
（
『
平
野
の
關
…
発
』
一
九
六
四
、
　
一
ご
二
ペ
ー
ジ
）
。
今
堀
村
の
場
合
、

　
　
入
日
市
市
役
所
に
一
部
、
今
堀
区
長
持
廻
文
書
中
に
二
部
存
す
る
が
、
前
老
と
後

　
者
と
は
同
一
の
日
付
を
有
し
乍
ら
も
、
内
容
に
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

　
こ
で
は
よ
り
古
い
姿
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
持
廻
文
書
本
に
拠
っ
た
。

⑥
　
八
日
市
か
ら
日
野
を
経
由
し
て
伊
勢
へ
通
じ
る
街
道
。
保
内
商
業
に
と
っ
て
は

　
八
風
街
道
と
な
ら
ん
で
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
。

⑦
今
堀
で
御
代
参
街
道
か
ら
分
岐
し
、
田
方
露
量
を
経
て
甲
縁
由
へ
至
る
道
。

⑧
聞
取
に
よ
れ
ば
、
現
地
で
は
「
武
家
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
云
う
。

⑨
当
時
相
論
と
な
っ
て
い
た
、
「
野
≧
引
山
」
（
布
引
山
）
・
沖
野
等
の
入
会
地
境

　
界
耀
論
の
裁
許
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
國
で
、
関
係
各
村
に
同
一
の
写
本
が
配

　
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
、
　
「
今
堀
文
書
」
未
整
理
分
（
現
在

　
滋
賀
大
学
に
委
嘱
保
管
）
の
他
、
蛇
溝
区
長
持
廻
文
書
、
芝
原
共
有
文
書
、
布
施

　
共
有
文
書
中
に
確
認
し
て
い
る
。
な
お
根
論
関
連
文
書
も
蛇
溝
区
長
持
廻
文
書
中

　
に
多
数
残
存
し
て
い
る
。

⑩
高
井
筋
以
北
に
宅
地
が
増
加
し
た
の
に
伴
い
、
こ
の
部
分
に
は
「
北
茶
竪
出
」

　
と
呼
ば
れ
る
村
組
が
設
け
ら
れ
た
。
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
大
正
末
頃
と
推
測
さ

　
れ
る
。

⑪
　
至
徳
元
（
一
三
八
四
）
年
「
今
堀
郷
神
畠
坪
付
」
（
「
今
堀
文
書
」
ご
＝
八
号
）
な
ど
。

⑫
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
「
介
太
郎
畠
田
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
六
亘
如
）

⑬
寛
正
二
（
茜
峯
）
年
「
今
堀
神
田
納
日
記
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
九
〇
号
C
）

⑭
　
同
上
⑫
。
こ
の
「
畠
田
」
は
今
日
の
脂
足
落
の
北
端
に
比
定
さ
れ
る
。
な
お
中

　
世
後
期
の
今
堀
艦
内
で
「
河
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
南
高
井
川
を

　
指
し
て
い
る
も
の
と
し
て
矛
盾
な
く
理
解
で
き
る
。

⑮
嘉
吉
二
（
一
四
四
二
）
年
「
今
堀
刑
部
寄
進
状
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
二
九
号
）
な
ど
。

⑯
上
世
九
（
騒
8
）
年
「
刑
部
太
郎
菜
地
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
四
号
）

⑰
大
永
二
（
套
三
）
年
「
又
太
郎
菜
地
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
一
八
号
）
な
ど
。

⑱
「
永
順
等
屋
敷
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
四
七
八
号
）
。
同
年
「
束
若
衛
門
屋
敷
売

　
券
」
（
同
四
七
八
号
）
、
は
前
者
の
手
継
証
文
で
あ
る
。

⑲
　
D
ブ
ロ
ッ
ク
の
北
東
角
に
一
興
余
の
小
溜
池
が
あ
り
（
図
3
参
照
）
、
「
ジ
ョ
ウ
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ガ
ボ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ヅ
ク
の
北
辺
、
『
ジ
ョ
ウ
ガ
ボ
リ
」

　
↓
南
高
井
川
の
間
に
空
堀
が
存
在
す
る
事
も
現
地
踏
査
で
確
認
し
て
い
る
。
　
「
ポ

　
リ
」
は
上
の
い
ず
れ
か
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
同
上
⑪
な
ど
。

⑳
　
康
暦
元
（
＝
毛
九
）
年
「
柴
原
善
音
田
地
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
〇
〇
号
）
な
ど
。

⑳
延
徳
三
（
西
空
）
年
「
今
堀
福
衛
門
二
郎
菜
切
売
券
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
四
四
号
）

　
な
ど
。

⑳
　
「
今
堀
文
書
」
五
三
九
号
・
四
七
七
号
・
五
～
一
号
・
穴
一
八
号
・
四
八
九
号
・

　
ニ
ニ
四
号
の
六
通
の
連
碁
を
も
つ
大
二
十
分
の
耕
地
は
「
大
垣
内
宮
前
」
に
位
澱

　
し
、
北
に
「
字
溝
河
」
（
或
い
は
「
今
ほ
り
川
」
）
が
流
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
同
上

　
⑳
の
九
十
歩
の
耕
地
は
北
を
「
か
わ
」
、
東
を
「
大
道
」
に
限
ら
れ
て
い
た
。
従

　
っ
て
神
社
の
前
、
南
高
井
川
の
南
、
柴
原
道
の
西
に
一
画
を
占
め
る
現
在
の
字
数

　
ノ
下
に
大
垣
内
を
比
定
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

⑭
　
「
至
徳
坪
付
」
（
同
上
⑪
）
に
お
い
て
、
字
セ
キ
め
に
存
し
た
四
筆
三
反
大
の
神

　
畠
は
、
い
ず
れ
も
免
田
即
ち
一
反
大
義
六
升
の
貢
納
率
で
あ
っ
た
事
か
ら
考
え
て

瓠
緊
醸
　
難
論
櫓
譲

永
正
目
録

（一

ﾜ
一
コ
口

永
禄
目
録

（一

ﾜ
六
六
）

セ
キ
め
．
大
　
…
ホ
コ
ラ
コ
セ
．
大
…

西
又
二
郎
・
四
升
…
元
邦
・
四
升
　
　
…

）
，

り
．

セ
キ
め
・
大
　
　
…
セ
キ
め
・
大

東
源
内
殿
・
四
升
…
東
庵
・
四
升

セ
キ
め
・
一
反
小
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
．

左
近
四
郎
・
八
升
…

P
■

P
・

…
射
場
・
一
反
小

碧
福
・
八
升

セ
キ
め
・
】
反

西
又
二
郎
・
六
升
…

り
辱

，
．

…
鴬
垣
・
一
反
　
　
　
…
射
場
・
一
反

…左

q
門
三
郎
⊥
ハ
升
左
衛
門
三
良
・
六
升

（納

ﾏ
・
請
負
人
・
貢
納
高
の
順
で
記
載
。
）

　
の
ち
の
四
通
の
惣
有
田
帳
鯵
中
で
、
上
表
の
如
く
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
セ
キ
め
歴
ホ
コ
ラ
ー
－
射
場
と
な
る
。
さ
ら
に
中
垣
内
と
射
場
は
、
と
も
に

　
十
五
世
紀
後
半
に
「
茶
園
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
（
「
今
堀
文
書
」
五
四
四
号
及

　
び
二
三
三
号
）
。
当
時
、
郷
内
に
「
茶
園
」
が
左
程
多
か
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い

　
の
で
、
中
江
内
と
射
場
は
同
一
、
も
し
く
は
近
在
を
指
す
地
名
で
あ
っ
た
と
考
え

　
ら
れ
る
。
夕
明
・
ホ
コ
ラ
・
中
垣
内
・
財
揚
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
菜
畠
」

　
が
卓
越
す
る
字
名
で
あ
り
、
今
日
の
字
夕
明
に
比
定
す
る
こ
と
に
矛
盾
を
き
た
さ

　
な
い
。

⑯
　
後
述
す
る
よ
う
に
「
畔
」
は
当
時
「
菜
畠
」
に
個
有
の
単
位
で
あ
っ
た
。
従
っ

　
て
a
で
「
屋
敷
十
畔
」
と
あ
る
の
も
、
当
初
よ
り
「
菜
畠
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が

　
あ
る
。

⑭
　
こ
の
位
置
即
ち
御
代
表
街
道
と
柴
原
道
の
分
岐
点
に
道
祖
神
が
存
し
た
こ
と
は

　
聞
取
で
確
認
し
て
い
る
。

⑳
　
「
今
堀
文
書
」
五
九
〇
号
A
。

⑱
　
仲
村
研
「
中
蝕
に
お
け
る
近
江
麟
得
珍
保
今
堀
郷
の
農
業
」
『
農
業
経
済
研
究
』

　
第
四
八
巻
四
号
、
一
九
七
七
所
収
、
に
も
指
摘
が
あ
る
。

⑳
「
元
禄
絵
図
」
（
図
4
）
中
、
水
路
は
「
水
」
と
「
井
路
川
」
と
に
書
き
分
け
ら

　
れ
て
お
り
、
前
者
は
通
常
の
水
域
、
後
者
は
用
水
を
送
る
水
路
で
通
常
は
水
が
澗

　
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
「
水
」
「
井
華
墨
」
の
名
称
は
「
元
禄
絵
図
」

　
自
体
に
は
銘
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
様
の
記
載
形
式
に
な
る
享
保
二
（
二
毛
）
年

　
「
布
施
村
西
古
保
志
塚
村
用
水
相
論
絵
図
」
　
（
八
日
市
市
布
施
共
有
文
書
）
に
拠

　
っ
て
い
る
。

⑳
　
西
在
家
に
は
、
東
村
同
様
、
一
畝
余
の
小
溜
池
が
存
す
る
（
図
3
参
照
）
ほ
か
、

　
弘
治
元
（
蓋
毫
）
年
に
埋
立
て
ら
れ
加
地
子
徴
収
の
対
象
と
な
っ
た
惣
門
の
「
茶
屋

　
前
盛
り
」
十
二
間
が
存
し
た
（
「
加
地
子
注
文
」
、
「
今
堀
文
書
」
二
六
五
号
）
。

⑳
掟
に
、
と
り
わ
け
「
東
」
と
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
方
角
的
に
不

　
明
瞭
な
環
濠
に
「
堀
」
を
比
定
す
る
こ
と
は
不
合
理
と
な
る
。
掟
の
正
し
い
解
釈
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に
つ
い
て
は
後
考
を
ま
ち
た
い
。

⑳
　
「
今
堀
日
吉
神
社
の
村
捉
」
、
『
歴
史
公
論
』
五
、
一
九
七
六
所
収
。

⑱
　
「
今
堀
文
書
」
三
六
九
号
、
「
条
々
定
書
」
。

⑭
　
同
上
①
。

⑳
　
同
上
⑱
。

⑯
　
以
下
の
記
述
は
、
芝
原
で
の
聞
取
に
拠
っ
て
い
る
。

⑳
　
八
目
寮
欝
今
崎
区
長
持
廻
文
書
。

⑱
）
い
ず
れ
も
八
日
市
市
今
騎
共
有
文
書
。
四
冊
と
は
、
天
正
十
一
（
蓋
八
三
）
年
、
同

　
十
二
年
（
と
も
に
『
大
日
本
史
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
・
慶
長
三
（
蓋
茜
八
）
年
の

　
検
地
帳
・
名
寄
帳
（
と
も
に
宮
川
満
編
『
太
閤
検
地
論
、
第
三
部
』
一
九
六
三
、

　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。

⑳
　
そ
の
他
三
冊
の
検
地
帳
に
は
「
菜
畠
」
記
載
は
【
切
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ

　
こ
で
も
菜
畠
の
斗
代
は
他
の
目
地
に
比
し
て
最
も
高
く
、
屋
敷
並
み
で
あ
っ
た
。

⑩
　
丸
山
幸
彦
「
荘
園
村
落
に
お
け
る
『
惣
有
田
』
に
つ
い
て
」
『
中
世
の
権
力
と

　
民
衆
』
一
九
七
〇
、
所
収
。

⑪
　
「
条
≧
定
書
」
（
「
今
堀
文
書
」
三
七
二
号
）
。

⑫
　
「
今
堀
惣
神
田
納
帳
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
九
〇
号
A
）
。

＠
　
同
上
⑳
。
な
お
丸
山
の
、
大
釜
記
載
に
よ
っ
て
免
田
を
識
別
す
る
方
法
は
適
切

　
と
は
云
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
で
、
論
及
を
控
え

　
る
。

⑭
　
「
今
堀
十
禅
師
田
畠
年
貢
目
録
帳
」
（
「
今
堀
文
書
」
五
人
六
号
C
）
。

⑯
　
大
半
が
免
田
で
あ
っ
た
「
至
徳
坪
付
」
に
お
い
て
も
、
菜
畠
は
す
べ
て
加
地
子

　
得
分
田
で
あ
っ
た
（
同
上
⑩
参
照
）
こ
と
は
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

⑯
　
初
見
は
「
永
正
鼠
録
」
（
同
上
⑭
）
で
あ
る
。

⑪
　
例
え
ば
、
尾
張
平
野
の
自
然
堤
防
帯
に
島
畑
が
形
成
さ
れ
る
の
も
、
十
四
世
紀

　
頃
か
ら
と
云
わ
れ
る
。
金
園
章
裕
「
条
里
制
施
行
地
に
お
け
る
島
畑
景
観
の
形
成
」

　
『
地
理
学
評
弧
澗
隠
四
九
巻
四
隣
写
、
　
一
九
七
六
二
一
収
、
参
沼
ハ
。

⑱
　
仲
村
研
「
近
江
国
得
珍
保
今
堀
郷
の
『
惣
』
覚
書
」
　
『
社
会
科
学
』
十
一
号
、

　
一
九
七
〇
所
収
。

⑲
　
近
世
以
降
は
、
と
り
わ
け
大
規
模
な
野
井
戸
（
ニ
ツ
池
・
四
ツ
池
な
ど
）
を
開

　
発
し
て
、
用
水
補
強
に
努
め
た
が
、
新
田
は
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
な
か
っ
た
。
同
上

　
⑳
参
照
の
こ
と
。

⑩
「
近
江
園
得
珍
保
野
方
諸
響
お
け
る
農
業
窪
の
話
方
」
莇
畷
噸
餓

　
国
史
論
集
』
一
九
七
二
、
所
収
。

⑪
　
同
上
璽
。

＠
「
至
徳
坪
付
」
に
お
け
る
「
か
ん
ち
ゃ
う
」
「
フ
ン
テ
」
の
三
筆
の
免
田
は
、
続

　
く
四
帳
で
次
表
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
の
形
式
は
彫
上
⑳
と

　
同
じ
で
あ
る
。

応
永
納
帳
　

寛
正
納
帳

（～

ﾆ
～
六
）
　
　
（
皿
閃
工
ハ
～
）

永
正
二
王

（一

ﾜ
一
〇
）

（永

五禄

六目
ロロ

○録

　
　
　
　
　
　
…
カ
ン
丁
・
三
百
分
カ
ン
チ
ャ
ウ
木
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
勧
頂
・
三
百
分

か
ん
ち
ゃ
う
・

　
　
　
　
三
百
分
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
分
…

西
又
五
郎
・
券
蕎
門
三
謹
上
…
左
擁
一
撃
弄
…
左
衛
門
董
五
升

カ
ソ
チ
ャ
ウ
・
　
…
長
田
・
一
反
　
　
…
な
か
田
・
一
反
　
　
．
長
田
・
一
反

ー
ハ
知
反
…
東
衛
門
二
郎
熱
長
泉
庵
欝
三
二
…
刑
部
二
郎
左
講

フ
ソ
テ
・
三
｝
白
文
…

柴
原
与
二
郎
・

　
　
　
　
　
五
升
…

…
細
田
・
三
百
分
　
　
…
佃
・
三
百
分

…
道
喜
　
　
　
　
　
…
助
・
五
升

…
左
衛
門
太
郎
・
五
升
…

藤フ
三三ン

郎テ

ニ小
升

…
p
　
・
九
十
分
　
細
田
・
九
十
分

…薪

ｺ
衛
・

　
　
　
　
　
　
　
新
左
衛
門
・
　
　
　
…
　
　
　
♪
．

　
　
　
｝
升
五
合
…
　
　
　
一
升
五
合
…

（
三
十
分
者
溝
分
の
…
佃
野
暮
．
三
十
分
…

　
　
刑
都
太
郎
）
三
部
二
郎
・
五
合
…
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。
房
ル
＋
四
分
…
フ
薦
か
志
分
…

藍
革
・
∴
左
衛
遷
墾
合
…

．
長
田
・
　
　
　
　
　
一
ナ
カ
田
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
反
九
十
四
分

　
　
一
反
九
十
四
分
…

刑
部
左
衛
門
・
　
　
…
左
衛
門
三
郎
・

　
　
　
　
七
升
五
合
…
　
　
　
七
升
五
合

フ
ソ
テ
・
六
志
－
分
　

馬
太
郎
・
　
～

…
♪
・
　
・
五
＋
分

…
道
久
・
…
升
五
合

＠
　
こ
の
根
拠
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
④
嘉
吉
検
注
A
帳
で
は
、
横
道
高
井
の
交
差

　
点
西
南
角
か
ら
西
南
へ
進
み
、
四
十
六
筆
目
で
「
一
坪
南
」
に
移
る
が
、
「
一
坪
」

　
は
水
掛
か
り
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
指
し
て
い
る
公
算
が
高
く
、
現
在
の
字
東
浦
に
相

　
当
す
る
。
従
っ
て
二
坪
南
」
は
現
在
の
字
長
国
と
な
る
。
＠
A
帳
で
細
面
積
は

　
十
ご
反
半
三
十
分
、
　
分
、
絹
地
型
地
割
部
分
の
面
壁
は
十
鰹
院
議
畝
と
な
り
、

　
近
似
す
る
。
⑳
長
田
の
名
は
古
く
応
安
元
（
一
奏
八
）
年
（
「
今
堀
文
書
」
四
八
二
号
）

　
に
遡
り
得
、
長
地
型
地
割
の
形
成
が
か
な
り
古
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
な
お

　
現
在
の
字
佃
は
、
中
世
後
期
の
「
野
神
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
　
今
堀
匿
長
持
纒
文
書
。

駒
　
寛
正
二
（
丙
六
一
）
年
、
「
今
堀
神
田
納
日
記
」
（
「
今
堀
文
雷
」
五
九
〇
号
。
）
な
ど
。

⑯
　
貞
和
三
（
董
四
七
）
年
「
代
鶴
丸
売
券
」
（
「
今
堀
文
露
」
四
〇
八
号
）

⑳
　
同
上
⑯
の
速
券
と
思
わ
れ
る
、
永
徳
元
（
至
八
一
）
年
の
「
衛
門
二
郎
等
売
券
」

　
（
「
今
堀
文
書
」
三
九
五
号
）
に
よ
っ
て
、
「
西
流
」
の
耕
地
が
、
一
反
九
十
分
の

　
新
田
で
、
惣
が
こ
れ
を
買
得
し
た
と
知
る
。

㊥
「
鹿
≧
垣
日
記
」
（
「
今
堀
文
書
」
二
五
九
号
）
。

⑭
　
「
地
下
人
連
署
請
状
」
（
「
今
堀
文
書
」
二
六
号
）
。

⑳
　
市
原
井
は
、
か
つ
て
の
蛇
砂
川
で
あ
り
、
芝
漂
側
は
、
下
手
へ
水
を
ま
わ
す
た

　
め
の
「
ま
わ
し
川
」
と
呼
ん
で
い
た
。
な
お
現
蛇
砂
州
は
近
世
の
或
る
時
期
（
「
元

　
禄
絵
図
」
以
前
）
に
尻
無
－
下
二
俣
間
で
つ
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
旧
「
佐
≧

　
木
道
」
の
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
。

⑪
　
「
神
主
道
蟻
蚕
証
状
案
」
（
「
今
堀
文
書
」
四
三
号
）
「
今
堀
衛
門
太
郎
支
証
状
」

　
（
同
四
四
月
目
。

㊥
　
「
今
堀
文
書
」
未
整
理
分
。

⑱
　
享
徳
二
（
蜂
腰
）
年
、
「
山
門
衆
議
下
知
状
案
」
（
「
今
堀
文
書
」
二
七
号
）
。

⑧
　
弘
治
三
（
一
五
毫
）
年
コ
一
預
若
狭
以
下
連
署
請
文
」
（
「
今
堀
文
書
」
二
九
母
）
、
永

　
禄
元
（
一
豊
八
）
年
「
学
頭
代
下
知
状
」
（
嗣
三
九
号
）
、
同
年
「
学
頭
代
下
知
状
」
（
同

　
十
弩
）
な
ど
。四

　
小

結

　
以
上
、
中
世
後
期
得
珍
保
今
堀
郷
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
、
近
世
今
堀
村
に
見
ら
れ
る
水
田
・
旧
地

・
屋
敷
な
ど
の
明
瞭
な
土
地
利
用
分
化
が
十
五
世
紀
以
降
「
今
堀
惣
」
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
下
に
形
成
・
再
編
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
、
ま
た
太
閤
検
地
前

夜
に
は
、
一
応
そ
の
過
程
が
終
了
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
推
定
し
得
た
。
過

程
は
先
ず
、
屋
敷
地
か
ら
そ
れ
に
付
属
す
る
畠
を
分
離
す
る
事
か
ら
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
夕
明
な
ど
の
菜
畠
団
地
と
、
中
出
の
よ
う
な

コ
ン
パ
ク
ト
な
集
村
景
観
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
　
「
集
村
化
現
象
」
の

最
終
段
階
は
、
こ
う
し
た
土
地
利
用
分
化
の
観
点
か
ら
解
釈
さ
れ
得
よ
う
。

　
土
地
利
用
分
化
に
よ
っ
て
、
今
堀
郷
と
い
う
生
活
空
間
は
、
経
済
的
に
、

一
個
の
再
生
産
単
元
と
し
て
の
実
質
的
な
ま
と
ま
り
を
獲
得
す
る
に
至
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
背
景
と
し
て
、
嘉
吉
検
注
に
お
け
る
「
郷
」
支

配
の
確
立
或
い
は
そ
の
一
端
と
し
て
の
「
郷
切
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
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度
々
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
今
堀
に
お
い
て
も
、
生
活
空
間
の
形
式
的
確
立

・
画
定
と
、
実
質
的
な
ま
と
ま
り
の
強
化
は
、
椙
乗
的
に
作
用
し
た
の
で
あ

り
、
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
と
称
せ
よ
う
。

　
も
と
よ
り
こ
の
貧
し
い
事
例
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
堀
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
早
熟
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
前
近
代
社
会
の
「
地
域
差
」
は
大
き

い
。
保
内
に
お
い
て
も
、
柴
原
郷
の
ご
と
く
、
集
落
を
越
え
る
レ
ベ
ル
即
ち

「
郷
」
レ
ベ
ル
で
共
同
体
的
関
係
が
と
り
む
す
ば
れ
た
村
落
も
併
存
し
て
い

た
こ
と
は
無
視
し
え
な
い
。
た
だ
今
堀
で
「
郷
」
が
直
ち
に
集
落
レ
ベ
ル
に

対
応
し
た
の
は
、
当
保
が
古
代
的
世
界
を
ほ
と
ん
ど
有
し
て
お
ら
ず
、
古
代

的
遺
制
の
な
い
白
紙
状
態
で
村
落
が
営
ま
れ
得
た
と
い
う
事
情
に
拠
る
所
が

少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
諸
他
の
事
例
と
の
比
較
、
今
堀
の
上
畳
付
け
等
々
、
残
さ
れ
た
課
題
は
　

層
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
他
日
を
期
す
事
に
し
た
い
。

　
①
　
菊
池
武
雄
（
「
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
」
『
歴
史
学
研
究
』
一
六
六
号
、
…
九
五

　
　
三
所
収
）
以
来
、
今
堀
は
、
「
惣
」
の
先
進
型
に
含
め
ら
れ
、
「
平
百
姓
の
社
会
的

　
　
独
立
性
と
経
済
的
自
立
性
と
に
於
い
て
～
歩
進
ん
だ
段
階
」
・
と
評
さ
れ
て
き
た
。

　
　
永
原
慶
二
も
、
今
堀
惣
が
門
ま
さ
し
く
近
世
的
な
村
落
共
三
体
の
性
格
に
近
似
」

　
　
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
「
荘
園
制
支
配
と
中
世
村
落
」
『
目
本
中
世
社
会
構
造

　
　
の
研
究
』
一
九
七
三
所
収
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京

「惣村」の展開と土地利用（吉田）
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